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総務常任委員会 

 

 平成２５年２月２０日午前９時００分から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎伴  吉晴     ○木澤 正男     小野  

中西 和夫      坂口  徹     辻  善次 

     嶋 田 議 長 

 

２．理事者出席者 

    町     長  小城 利重    副 町 長  池田  

   教  育  長  清水 建也    総 務 部 長  西本 喜一 

   総 務 課 長  黒﨑 益範    同 課 長 補 佐         谷口 智子 

   同 課 長 補 佐         安藤 晴康    企画財政課長   昭男 

   同 課 長 補 佐         真弓  啓    税 務 課 長  加藤 惠三 

   同 課 長 補 佐  本庄 徳光    住民生活部長  乾  善亮 

 会 計 管 理 者  野﨑 一也    会 計 室 長  山﨑 善之 

 監査委員書記  山﨑  篤    教委総務課長         西川  肇 

 生涯学習課長         佃田 眞規    同 課 長 補 佐         東浦 寿也 

 同   係   長         平田 政彦 

 

４．会議の書記 

    議会事務局長         藤原 伸宏    同   係   長         安藤 容子 

 

５．審査事項 

    別紙の通り 
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開会（午前９時００分） 

署名委員 中西委員、坂口委員 

  

 おはようございます。それでは、全委員出席されておりますので、た

だ今より、総務常任委員会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

町長の挨拶をお受けいたします。小城町長。 

 

   （ 町長挨拶 ） 

 

 最初に、本委員会の会議録署名委員を私より指名いたします。 

署名委員に、中西委員、坂口委員のお二人を指名いたします。お二人

にはよろしくお願いいたします。 

 本日予定しております審査案件は、お手元に配布しておりますとおり

でございます。 

はじめに、１．継続審査の（１）斑鳩町における歴史的史跡等の発掘

調査、整備保存に関することについてを議題といたします。 

理事者の報告を求めます。 佃田生涯学習課長。 

 

継続審査（１）斑鳩町における歴史的史跡等の発掘調査、整備保存に

関することについて、ご報告いたします。 

まず、斑鳩町文化財活用センターの運営についてであります。 

 現在、小田原市との法隆寺ゆかりの都市文化交流協定の締結１周年を

記念した、小田原市交流展「小田原北条氏五代１００年の興亡」を平成

２５年２月１０日から３月１７日までを会期として開催しております。 

交流展初日の２月１０日には、小田原市の加藤市長、加藤議長にも来

ていただき、当町でも嶋田議長をはじめ約１００名の方々にご臨席を賜

わり、オープニングセレモニーを挙行することができました。また、こ

の１０日の午後には小田原北条氏にかかる講演とシンポジウムを開催い

たしましたところ、約２５０名という方々に参加をいただき、小田原市

の歴史に関する理解を深めていただけたものと考えております。 
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 また１月２４日には、文化財センター運営委員会を開催し、今年度の

入館者の状況等を報告するとともに、来年度の企画展などの開催につき

ましてご意見を賜わったところでございます。 

 続きまして、史跡中宮寺跡の整備であります。引き続き、保存整備に

かかる基本設計書の作成を進めているところであり、排水計画やその水

路の整備方法につきまして、地元の土地改良区の了解が得られましたこ

とから、その排水計画よる流量計算など諸資料を整理しており、整いし

だい地元自治会への説明会を開催してまいりたいと考えております。 

以上、斑鳩町における歴史的史跡等の発掘調査、整備保存に関するこ

とについての、報告であります。 

 

 報告が終わりましたので、質疑・ご意見があればお受けいたします。 

 

   （ な  し ） 

  

これをもって質疑を終結いたします。継続審査については報告を受け、

一定の審査を行ったということで終わります。 

次に、２．３月定例会の付議予定議案についてを議題といたします。 

３月定例会において提案が予定されている議案について、あらかじめ

説明を受けることといたします。 

はじめに、（１）斑鳩町公共施設整備基金の設置、管理及び処分に関

する条例を廃止する条例について、理事者の説明を求めます。 

 

   

 それでは、３月定例会に提出を予定しております、斑鳩町公共施設整

備基金の設置、管理及び処分に関する条例を廃止する条例につきまして、

ご説明申しあげます。 

恐れ入りますが、資料１の末尾の要旨をご覧いただけますでしょうか。 

 本廃止条例案は、町の公共施設等の整備事業資金に充てるため設置し

ていた当該基金につきまして、斑鳩町開発指導要綱に基づく施設協力費

をもって積み立てしてまいりましたが、平成１６年４月にこの施設協力
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費を廃止していることから、監査委員からのご指摘や議員からのご意見

を踏まえまして、本条例を廃止させていただきたく、３月定例議会に議

案を提出させていただく予定としております。 

 以上で、斑鳩町公共施設整備基金の設置、管理及び処分に関する条例

を廃止する条例につきましてのご説明とさせていただきます。 

よろしくお願い申しあげます。 

  

 説明が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。 木澤委員。 

 

 説明の中でいろいろ指摘があって、今回廃止をされるということで説

明していただきましたけども、１６年の４月に要綱自体は廃止されてま

すけども、今までこの基金を残していたその理由というか、経緯ですね、

それとその基金の残高としては今どうなっているのかということだけ、

確認をさせていただきたいと思います。 

 

 公共施設整備基金につきましては、昭和４３年１０月に、町の公共施

設等の整備事業資金に充てるため、先ほどもご説明させていただきまし

たとおり、施設協力費をもって積み立ててきました目的基金で、平成２

５年１月末現在で基金の残高は４４万２，７５９円となっております。

昭和４３年の設置当初から、施設協力費を廃止する平成１６年度までの

間は基金積み立てをしておりましたが、これを廃止した後は基金の運用

益から生じる収益のみを基金に積み立てしていたところでございます。 

また、平成１６年度から１８年度の間におきまして、ＪＲ法隆寺駅周

辺整備事業に総額４億７，７４０万円を活用した後は現在の基金残高に

なっているところでございます。 

以上のことからこの際、基金を廃止させていただきたいというふうに

考えているところでございます。以上です。 

 

 わかりました。そしたら基金の残高の分につきましては、一般会計に

繰り入れるという形ですか。 
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 基金の残高につきましては、のちほど一般会計の補正予算のところで

ご説明させていただきますが、基金の目的に従いまして、目的に応じた

事業、いわゆるそれらの事業に充当させてまいりたい、あわ保育園の整

備事業、今年度補正させていただきました、あわ保育園の整備事業８千

万円のうちに充当させていただきたいというふうに考えております。 

 

 よろしいですか。他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

 ないようでしたら次に、（２）斑鳩町土地開発基金条例の一部を改正

する条例について、理事者の説明を求めます。  

   

 それでは、３月定例会に提案を予定しております、斑鳩町土地開発基

金条例の一部を改正する条例につきまして、ご説明申しあげます。 

恐れ入りますが、資料２の末尾の要旨をご覧いただけますでしょうか。 

 本条例案は、斑鳩町土地開発公社の解散に伴いまして、本町に帰属す

る当該公社の残余財産２，２３４万６，１０７円のうち、２，２００万

円を斑鳩町土地開発基金に積み立てさせていただくことから、現在の斑

鳩町土地開発基金条例第２条に規定する基金の額７億２，２００万円を

基金の額を７億４，４００万円とさせていただくもので、３月定例議会

に議案を提出させていただく予定としております。 

 以上で、斑鳩町土地開発基金条例の一部を改正する条例につきまして

のご説明とさせていただきます。よろしくお願い申しあげます。 

 

 説明が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。 

 

（ な  し ） 
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 ないようでしたら次に、（３）斑鳩町都市計画事業整備基金の設置、

管理及び処分に関する条例を廃止する条例について、理事者の説明を求

めます。  

 

それでは、３月定例議会に提案を予定しております、斑鳩町都市計画

事業整備基金の設置、管理及び処分に関する条例を廃止する条例につき

まして、ご説明を申しあげます。 

恐れ入りますが、資料３の末尾の要旨をご覧いただけますでしょうか。 

本廃止条例案は、都市計画税の全部又は一部の積み立てにより設置し

ておりました都市計画事業整備基金につきまして、下水道事業などの都

市計画事業の進展により、都市計画税の総額が当該年度の都市計画事業

に充てられることから、監査委員からのご指摘や議員からのご意見を踏

まえまして、本条例を廃止させていただきたく、３月定例議会に議案を

提出させていただく予定としております。 

 以上で、斑鳩町都市計画事業整備基金の設置、管理及び処分に関する

条例を廃止する条例につきましてのご説明とさせていただきます。 

よろしくお願い申しあげます。 

  

説明が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 木澤委員。 

 

 これについても、いろいろ指摘があって、本来、都市計画税自体が目

的税なので、基金を設置しての運用というのはどうなっていたのか、ち

ょっとよくわからないんですけども、今回廃止することによって将来的

な影響というのは出ないのかなという点については、どうなんでしょう。 

 

 本町の場合では、平成３年度以降、都市計画税の総額すべてを都市計

画事業、いわゆる公共下水道を中心に充当してきたところでございます。 

公共下水道事業の将来的推計を見ましても、平成６０年ぐらいまでは

繰出金が２億８千万円程度となりますことから、将来的にもすべての都

市計画税が充当していくだろうということ見込んでおりますので、この
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際廃止させていただきたく存じます。以上です。 

 

 よろしいですか。他にございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

ないようですので、次に、（４）斑鳩町町税条例の一部を改正する条

例について、理事者の説明を求めます。 加藤税務課長。 

   

 それでは、３月定例会に付議を予定しております町税条例の一部改正

につきまして、ご説明をさせていただきます。 

条例の改正文、新旧対照表の朗読は省略させていただきまして、末尾

の要旨をもって説明に代えさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

資料末尾をご覧いただけますでしょうか。 

 今回の町税条例の一部改正につきましては、平成２４年度の地方税制

の改正を内容とする、地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一

部を改正する法律が、平成２４年４月１日に施行されたことから、同法

による改正内容のうち、平成２５年度以後に適用となるものにつきまし

て所要の改正を行うものであります。 

 改正内容につきましては、２点ございます。 

１点目は、（１）年金所得者が寡ふ控除を受けようとする場合の個人

町民税の申告書の提出を不要とする改正といたしまして、年金所得者の

個人町民税の申告手続の簡素化の観点から、公的年金等に係る所得以外

の所得を有しなかった方が、例年、社会保険庁等に提出されています扶

養親族等申告書に、寡ふ控除を記載することによりまして、寡ふ控除を

受けることができ、申告書の提出を不要とするものでございます。 

施行日は、公布の日とし、平成２６年度から適用するものであります。 

本年度の課税状況から、本改正の適用により、扶養親族等申告書に寡

ふ控除を記載することによりまして、個人町民税の申告が不要となる方

につきましては６１名となっています。 
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 次に裏面でお移りいただきまして、２点目でございます。（２）下水

道除害施設に係る固定資産税の課税標準の特例割合を規定する改正とい

たしまして、地方税法で４分の３と定めてました下水道除害施設に係る

課税標準の特例割合につきまして、市町村の条例で定めることとされた

ことに伴い、町税条例において当該特例割合を４分の３と規定するもの

でございます。 

下水道除外施設は、下水道施設の機能を妨げ、又は施設を損傷させる

恐れのある、油、酸、アルカリ、金属くず等を除去する施設で、当町の

下水道条例においても、こうした油類等を下水道へ流す者に対し、設置

を義務づけているものであります。町内での下水道除外施設の設置状況

は２件となっておりますが、本改正の適用となる、平成２４年４月１日

から１２月３１日の間に取得されました下水道除外施設はありません。 

施行日は、公布の日とし、平成２５年度から適用するものでございま

す。以上、斑鳩町町税条例の一部を改正する条例についての説明とさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 説明が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 木澤委員。 

 

 １番のこの寡ふ控除を受ける場合の申請ですね、簡素化されて非常に

手間がかからなくなっているというんですかね、そういう点については

いいなと思うんですけども、そうした反面、申請が漏れてしまうような

状況っていうのが生まれてこないかなというふうに、心配しているんで

すけども、その点については担当課のほうでどんな対策を取られている

んですか。 

 

 今回の、まず制度の改正がございますので、それぞれ年金の所得者の

該当者に対しましては、扶養親族等の申告書、書き方の記載のほうでま

ず制度の改正についてのお知らせをされております。基本的には、そち

らの方で本人さんの確認をした上でお出しをいただけるというふうに考

えておりますけれども、万が一、漏れましてもこの対象者の６１人につ
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きましては、町のほうで把握をしておりますので、寡ふ控除の申告は漏

れないような対応については、町としてさせていただくというふうに考

えております。 

 

 町のほうとして情報を掴んでおられる方というのは、案内することも

できると思いますけども、これから新たにこういう申請が必要になる方

等についての周知もいろいろ、どういう形になるのかちょっとわからな

いですけども、進めていっていただきたいと思うんですけども、その点

についてはどういうふうに考えてますか。 

 

 この制度の周知の関係につきましては、今の対応も申しあげましたと

おり、年金の所得者に関しましては、扶養親族等の申告というのを毎年

されているものでございます。その中の書き方で、寡ふ控除についての

該当者、どういった方が該当されるかとか、いうふうなことも詳しく書

かれております。あと、それ以外に、新たにということにつきましては、

なかなか町としても補足しにくい部分がございますので、その関係につ

きましては、申告に来られた時に、それぞれの控除については確認させ

ていただいておりますので、その中で再度漏れがないような形で対応を

行っていきたいというふうに考えております。 

 

 私、今特に時期的に確定申告の時期で、やっぱり高齢者の方って、申

告とかしたいけども、なんやようわからへんというのが多いんです。窓

口等に相談に行かれると思いますんで、その点やっぱり高齢化も進んで、

いろいろそういった手助けが必要になってくると思いますんで、その辺

についても丁寧に対応していただきますようにお願いしておきます。 

 

 要望でよろしいですな。 

 

 はい。 

 

 他にございませんか。 
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（ な  し ） 

 

 それでしたら次に、（５）斑鳩町文化振興センターの指定管理者の指

定について、理事者の説明を求めます。  

   

 それでは、３月定例会に提案を予定しております、斑鳩町文化振興セ

ンターの指定管理者の指定につきまして、ご説明申しあげます。 

恐れ入りますが、資料５をご覧いただけますでしょうか。 

 本議案は、斑鳩町文化振興センターの管理を地方自治法第２４４条の

２第３項に規定する指定管理者に行わせるため、指定管理者の指定につ

いて地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願い

するものでございます。 

 指定する団体といたしましては、現在の指定管理者である公益財団法

人斑鳩町文化振興財団を引き続き指定してまいりたいと考えております。 

指定の期間は、平成２５年４月１日から平成２８年３月３１日までの

３年間とさせていただきたいと考えております。 

なお、斑鳩町文化振興センターの指定管理者の選定にあたりましては、

斑鳩町文化振興センター施設運営方針、お手元の資料では資料５－１で

ございます、この方針に基づき、現在の指定管理者である公益財団法人

斑鳩町文化振興財団を、公募せずに単独で指名し、斑鳩町文化振興セン

ター条例第２条の５の規定に基づき、斑鳩町文化振興センター指定管理

者の指定申請書、お手元の資料５―２でございます、の提出を受けて、

去る２月５日に開催した斑鳩町指定管理者選定等審査委員会におきまし

て、公益財団法人斑鳩町文化振興財団を指定管理者の候補者として選定

することになりました。このことから、３月定例会に議案を提出させて

いただきたいと考えております。 

 恐れ入りますが、資料５－１をご覧いただけますでしょうか。 

はじめに、斑鳩町文化振興センター施設運営方針につきまして、ご説

明を申しあげます。１の公の施設に関する現況では、斑鳩町文化振興セ

ンターの設置目的、公益財団法人斑鳩町文化振興財団が管理運営を行っ
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てきた経緯等につきまして記載しております。 

２の指定管理者制度の適用および選定手続きでは、いかるがホールの

管理運営については、指定管理者制度を導入すること。また、その指定

管理者の選定につきましては、右の３つの理由から、これまでの指定管

理者としての実績に基づき、公益財団法人斑鳩町文化振興財団を公募せ

ずに、単独で指定する手続きをとることとし、選定期間は３年間として

おります。 

 恐れ入りますが、資料５－２をご覧いただけますでしょうか。 

本資料は、公益財団法人斑鳩町文化振興財団から提出された申請書と

なっております。本資料には、事業計画、運営費提案書、収支計算書並

びに団体の概要書などを添付されているところでございます。 

 恐れ入りますが、資料５－３をご覧いただけますでしょうか。 

この資料は、去る２月５日に開催した斑鳩町指定管理者選定等審査委

員会の審査の結果をとりまとめたものであります。審査の結果でござい

ますが、公益財団法人斑鳩町文化振興財団を斑鳩町文化振興センターの

指定管理者の候補者として選定しております。 

まず、指定の期間につきましては、安定した施設運営の観点から、前

回と同じ３年間とし、平成２５年４月１日から平成２８年３月３１日ま

での間とさせていただきたいと考えております。 

次に、選定の理由といたしましては、平成１８年度から７年間の指定

管理者の実績などを総合的に評価した結果、公益財団法人斑鳩町文化振

興財団は、本町が設立した団体であり、施設詳細及び業務内容を熟知し

ており、本センターの重要性や設置目的についてよく理解していること。

また、文化振興を図る自主文化事業を展開しつつ、施設管理とあわせた

一体的な運営が期待できること。以上の点から、候補者として選定させ

ていただきました。 

 最後に、資料５－４をご覧いただけますでしょうか。本資料は、斑鳩

町文化振興センターに係る指定管理料等の推移として、収入と支出、そ

して収支について、平成２１年度から平成２３年度までの決算額と、平

成２４年度から平成２７年度までの予算額をとりまとめた資料となって

おります。平成２１年度から平成２２年度までの実績を収支差額で見て
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みますと、いずれの年度におきましても、収入が支出を上回っており、

安定的な施設管理を行っているところであります。 

今回お願いしている指定管理者として指定する平成２５年度から２７

年度までの期間を見てみますと、指定管理料は、備考のところでありま

すが、総額２億７，７７５万２千円となっております。また、その間の

ホールの各施設等の使用料である使用料収入は、総額６，９８５万円を

見積もっているところでございます。一方、支出においては、支出合計

の欄でございます。これまでの支出実績をもとに見積もっておりますが、

平成２５年度では、電気料金の値上げの影響により１８８万円程度増加

し、平成２６年度及び平成２７年度では、消費税率の引き上げの要因が

影響していることから増加しているところでございます。 

 以上で、斑鳩町文化振興センター指定管理者の指定につきましてのご

説明とさせていただきます。よろしくお願い申しあげます。 

 

 説明が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 木澤委員。 

 

 この指定管理者の指定については、以前も３年前ですね、文化財振興

センターというところで提案いただいて、文化財振興センターに指定を

するということについては、特に異議はないんですけども、３年という

ところを、１年にするべきではないかということで、私も議論した覚え

があるんですけども。今回ですね、やっぱり３年間やって、こういう効

果が出てますよという点ですね、主なものだけで結構ですので、ちょっ

とまた教えていただけますか。 

 

 指定管理者制度の評価という点でご説明申しあげますと、まず文化振

興センターにおける指定管理者の導入の初年度、平成１８年度でござい

ますが、これの指定管理料が８，４２７万９千円で、使用料収入が２，

２９８万４千円でございました。これを平成２３年度と比較させていた

だきますと、指定管理料では１１６万１千円減の８，３１１万８千円、

使用料収入では８４万９千円増の２，３８３万３千円となっており、経
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費の効率化と使用料収入の増加が見られているところでございます。 

また、文化振興財団のほうの評価といいますか、それを見てみますと、

いわゆる自主事業の面の収支から分析させていただきますと、平成１８

年度では１７事業を実施しておられました。その時の収支比率ですね、

これが９１．８％、いわゆる赤字となっておりましたものが、平成２３

年度では１８事業を実施し、収支比率が１００．１％、黒字となり、事

業の効率が見られており、一定の評価ができるのではないかと考えてい

るところでございます。以上です。 

 

 事業のほうでも非常に頑張っておられるのかなと。で、以前も説明し

ていただく時に、例えば電気の契約する時にも、１年でやるより３年の

ほうが安くできますよというような説明もいただいてますんで、またい

ろいろ資料を見せていただいて、この点については検討したいと思いま

す。 

 

 他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

 ないようでしたら、以上、３月定例会に付議が予定されている事案に

ついては、あらかじめ説明を受けたということで終わります。 

次に、３．各課報告事項についてを議題といたします。 

まず初めに、（１）斑鳩町地域公共交通会議設置要綱について、理事

者の報告を求めます。 黒﨑総務課長。 

 

 それでは、斑鳩町地域公共交通会議設置要綱についてご説明をさせて

いただきます。 

その主な制定内容につきまして、お手元にお配りいたしております資

料６の３枚目の要旨によりご説明させていただきます。 

資料６の３枚目の要旨をご覧ください。 

 斑鳩町地域公共交通会議設置要綱要旨、住民の日常生活の利便性を向
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上させ、斑鳩町に適した公共交通を検討するとともに、交通計画の作成・

実施に係る連絡調整等を目的として、地域公共交通会議を設置するにあ

たり、必要な事項を定めるため、本要綱を制定するものであります。 

なお、この地域公共交通会議は、国からの補助金等の補助対象事業者

となるものであり、町からの負担金と国からの補助金等をもって歳入と

し、運営するものでございます。 

１．主な制定内容についてでございます。（１）目的（第１条関係）

についてでありますが、住民の生活に必要なバス等の旅客輸送の確保や

利便の増進を図り、地域の実情に則した輸送サービスの実現に必要とな

る事項の協議を行うとともに、交通計画の作成に関する協議並びに交通

計画の実施に係る連絡調整等を行うために設置するものでございます。 

次に、（２）協議事項（第２条関係）についてでありますが、第１条

で掲げておりますこの要綱の目的を達成するため、交通会議は、次の①

から⑥に掲げる事項を協議するものとしております。 

①地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃・料金等に

関する事項、②町が運営する有償運送の必要性及び旅客から収受する対

価に関する事項、③交通計画の策定及び変更の協議に関する事項、④交

通計画の実施に係る連絡調整に関する事項、⑤交通計画に位置づけられ

た事業の実施に関する事項、⑥その他、交通会議の目的を達するために

必要な事項。 

次に、（３）交通会議の委員（第３条関係）についてでありますが、

地域公共交通会議の構成員については、道路運送法施行規則第９条の３

に規定されており、①から⑩に掲げる委員とするものでございます。 

次に、（４）委員の任期（第４条関係）についてでありますが、この

要綱第１条に掲げる地域公共交通会議の委員の任期は２年としておりま

す。また、再任を妨げないこととしております。 

次に、（５）交通会議の役員（第５条関係）についてでありますが、

交通会議は、①会長１人、②副会長１人、③監事２人を置くこととして

おります。 

なお、先ほども第１条の目的のところでご説明申しあげましたが、こ

の地域公共交通会議は、国からの補助金等の補助対象事業者となるもの
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であり、町からの負担金と国からの補助金等をもって歳入とし、運営す

るものでございます。 

次に、（６）報酬（第１０条関係）についてでありますが、斑鳩町地

域公共交通会議の委員は、利害関係や職務関係のある者で構成すること

から、報酬は無償とすることとしております。 

最後に、２．施行期日についてでありますが、この要綱は平成２５年

４月１日から施行することとしております。 

 以上、斑鳩町地域公共交通会議設置要綱についてご説明とさせていた

だきます。以上でございます。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませなか。 木澤委員。 

 

 これまでにも、こういう会議を設置して、今後どういう公共交通の充

実を進めていくのかというのを議論していきたいと説明がありまして、

設置すること自体、別に異議のあるものではないんですけども、ちょっ

といくつかお尋ねしたいんですけども、これ設置するのは４月１日から

施行というふうになってますが、その会議自体も４月ぐらいからのスケ

ジュールでやっていこうというふうに考えておられるんですか。 

 

 この国の補助のほうがですね、５月下旪、そして県の補助のほうが７

月ごろを予定しておりますので、補助金の採択につきましては、コンサ

ルのほうに委託をします。そして、第１回目の会議につきましては、７

月ごろを予定しております。 

 

 それとですね、いろいろ総務委員会としても、生駒市さんのコミュニ

ティバスの運営方法とか、あと三郷町さんのデマンドタクシーなんかも

視察も行かせてもらいましたけども、基本的にですね、町の考え方とし

て、今はコミュニティバスを複数台にして充実をしていくということで

考えていらっしゃるのかなというふうに思うんですが、今、はっきりと

明確にお答えできるかどうかという部分もあるかと思いますけども、基
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木澤委員 

 

 

 

 

 

本的にはそうした方向で考えているというふうに理解しておいていいで

すか。 

 

 小城町長。 

 

 これはもう木澤委員のご質問にもありますように、将来的にはやっぱ

り今１台走っているやつを、役場を中心として、東と西ということにし

ていきたい。その中で、交通機関の中で、有償、たとえ１００円という

ことであろうが、そういうことについて交通機関としての協議を開かな

ければならないということの定めがございますから、そういうことに準

じてやっていくということでございます。 

 

 あと、交通会議の委員の構成の中で、住民または旅客というふうに書

いてますけども、この住民さんについては公募という形になるんですか

ね。 

 

 住民または旅客ということになっておりますが、現在のところ、公募

は考えておりません。住民の代表者から選出するということで考えてお

ります。 

 

 それとまあ、団体の長の方に入っていただくとか、そういう形なるん

ですか。 

 

 そういった形になると考えています。 

 

 どんな方に入っていただくかというのは、今、明確に多分答えられな

いのかなと、まだ決まっていないのかなというように思うんですが、や

っぱり高齢者の方ですね、こういう公共交通を利用されることが多いと

思いますし、また高齢化に対しては、そういう高齢者の声も反映させる

ということも重要になってくるかなと、それだけでもだめであるとは思

うんですけども、そうした点も配慮して、また設置のほうお願いしたい
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と思います。 

 

 それでよろしいか。これに関してまだ決まってないような状態ですの。

住民さんの代表というのは、具体的に。 池田副町長。 

 

 住民さんの代表といいますのは、やはりこういうコミュニティバスの

趣旨からいたしまして、やっぱり高齢者の方がありますんで、高齢者の

代表の方、もしくは婦人会の中にも高齢者の方おられるし、それはまあ

どちらかにするか、そういうことで、今のところ頭の中にはあります。

感覚的には。 

 

 なんとなくイメージは沸きました。他にございませんか。 

 辻委員。 

 

 別にこの地域交通会議には別にこう、ですが、予算のあれ見ましたら、

これ今年度の予算８７０万５千円というのが計上されてますけども、報

酬も無償やし、委託というのは考えられますけども、どんな内容かなと、

分かる範囲で結構ですけども。 

 

 ８００万円が負担金で、７０万円が事務費というふうな内容になって

おります。 

 

 その負担金というのはどこに。 

 

 西本総務部長。 

 

 先ほども申しましたように、この公共交通会議には、国の補助制度を

活用していること、いうことでございまして、国の補助制度としまして

は、まず調査事業に対する補助として、調査や計画策定等コンサルに委

託する、発注する経費や、また会議開催の準備費等が対象となってまい

りますので、定額の補助制度となってます。この補助につきましては、
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また県のほうの補助制度もございまして、補助内容としましては、調査

経費や協議会開催の事務費、また、バス停や案内標識などの利用環境整

備に関する経費などとなっているところでございます。そういった内容

の補助金が８００万入ってくると、その補助金は先ほど説明にもありま

したように、この協議会が対象事業者となりますから、そこに入ってく

るということでございます。そういった内容でございます。 

 

 結局、今、課長が負担金って言わはったけども、これは補助金という

ことですな。今の部長の回答では。 

 

 今のところ、補助金というふうに聞いております。 

 

 よろしいですか。他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようでしたら、次に、（２）斑鳩町社会福祉協議会の高齢者等外

出支援事業について、理事者の報告を求めます。 乾住民生活部長。 

 

 斑鳩町社会福祉協議会の高齢者等外出支援事業についてでございます。 

この事業につきましては、町社会福祉協議会が、平成２０年度から実

施をいたしております住民懇談会のなかで、生活の困りごとということ

で、買い物の支援について特に丘陵地を有する地区の方々から、買い物

帰りの荷物で坂道が大変であるというご意見を多くいただいております。 

町でコミュニティバスを運行しておりますものの、道路が狭隘な丘陵

地につきましてはコミュニティバスの運行ができないことから、運行の

コースに入っておりません。こういった住民の方々のご要望にお応えす

るために、平成２５年度から町社協の新規事業の生活の困りごとの支援

として、高齢者等外出支援事業を実施してまいりたいと、このように考

えております。 

 この事業の内容でございますが、資料７をご覧いただきたいと思いま
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す。まず、１つめの目的でございますが、町内に居住される高齢者や障

がい者を対象に、主に買い物の支援として社協が所有する車両により外

出を支援いたしまして、社会参加の促進や地域福祉の充実に寄与するこ

とを目的に実施をさせていただきます。 

 次に、２番目の運行でございますが、運行の範囲は町内で、主に丘陵

地を有する地域を３コースに分けております。資料の２枚目からの別紙

１から別紙３でございます。まず別紙１でございますが、１つ目のコー

スでございますが、錦ヶ丘、緑ヶ丘地区を回るコースでございます。そ

れから別紙２でございますけれども、２つ目のコースといたしまして、

神南、笠町、紅葉ヶ丘、それから北庄、高塚町、西の山住宅地区を回る

コースでございます。それから別紙３になりますけども、３つ目のコー

スといたしまして、白石畑、三井、岡本、東里地域を回るコースでござ

います。このコースにつきましては、現在、白石畑地区におけます外出

支援事業を社協で実施しておりますけれども、この事業を取り込む形で

コース設定をしております。そしてこの、それぞれの地区と町内のスー

パーマーケットでございますイオンいかるが店、それから業務スーパー

斑鳩店、万代法隆寺店とそれから役場、ＪＲ法隆寺駅北口、駅の北口に

は、まねき屋法隆寺店がございます。そして生き生きプラザを結ぶコー

スを設定をいたしております。 

 各地区内での停留所の位置につきましては、各コース図の赤丸で示さ

せていただいておりますが、各コース上で安全に乗降できる、ある程度

のスペースがある場所で、地元の自治会長さまと協議させていただく中

で提案させていただいておりますが、現在調整中のところもございまし

て、確定しておらない地区もございますけれども、現在調整中というこ

とでございまして、最終位置が若干変わるというところもございます。

なお停留所には、コミュニティバスの停留所に設置してございますよう

な表示板といいますか、そういうのも設置をする予定をしております。 

 次に、運行時刻でございますが、資料の５枚目と６枚目の別紙４と別

紙５に示しております。別紙４でございますが、１コースの錦が丘・紅

葉ヶ丘コースと、２の神南・北庄コースにつきましては、午前１往復、

午後１往復の２往復の運行としております。次のページ別紙５の３のコ
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ースでございますが、これは白石畑への移動時間の関係もございまして、

また、ワゴン車が８人乗りという乗車定員の関係もございますので、１

日３往復と設定をいたしております。 

 運行の時刻設定の基本的な考え方につきましては、午前の便につきま

しては、９時前後に各地区の停留所から乗車していただきまして、各ス

ーパー等での約１時間から１時間３０分ぐらいの買い物の時間を確保い

たしまして、１１時過ぎか１１時３０分ごろまでには各地区の停留所に

戻っていただくという時間設定をいたしております。また、午後の便に

つきましても、午後１時過ぎに各地区の停留所を乗車していただきまし

て、買い物の時間を確保いたしまして、午後３時過ぎから午後４時前後

までには各地区の停留所に戻っていただくという時間設定をいたしてお

ります。なお、３のコースの白石畑・東里コースにつきましては、白石

畑への移動時間も勘案した中で、そのロスをなくすということから、午

前に１往復半、午後に１往復半ということで３往復という時刻設定をし

ております。 

 資料の１ページに戻っていただきまして、３番目の使用の対象者でご

ざいます。町内で居住する者で６０歳以上の高齢者、また、日常生活に

おいて歩行による長距離の移動が困難な者といたしております。これは、

現在、運行しております白石畑地区における外出支援事業と同じ対象者

といたしております。 

 次の４の使用車両でございます。現在、社協が現在所有しております

８人乗りのワゴン車１台と、新規に社協のボランティア基金と善意銀行

を活用いたしまして１０人乗りのワゴン車２台を本年度に購入をいたし

ます。この３台で運行を行うということでございますが、その新規購入

の２台につきましては、入札を終了いたしておりますが、今現在、当初

１ヵ月半ということで納車できるということから、２月の初めに、２月

５日に入札日を設定いたしましたけども、入札の閲覧の段階で、納期が

３月末に間に合わないということから、申し出がございましたので、納

期を４月中の最短の日で設定をして入札を実施しております。このこと

から納車ができるまでの２台のワゴン車につきましては、レンタカーで

対応させていただく予定としております。 
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 次に５の職員の体制でございます。現在、正規職員の５名とそれから

本年度に募集いたしております正規職員１名、それから嘱託職員１名の

計７名が、交替でワゴン車の運転を行うこととしております。 

職員採用につきましては、２月９日に１次試験を実施しておりまして、

２月２３日に２次試験を実施する予定でございます。そして、この事業

を行う中で、職員が住民の方々の地域福祉などに関するご意見やあるい

はニーズをお聞かせいただく中で、運行させていただきたいと、このよ

うに考えております。なお、この７名につきましては、他の業務と兼務

という形を取らせていただきます。 

 ６つめの運行日でございます。毎週日曜日、火曜日、金曜日の３日と

いうことで設定をしております。火曜日、金曜日につきましては、町内

のスーパーマーケットの売り出し日ということもございまして、それに

あわせた形での曜日設定をいたしております。そしてもう１日は、土曜

日か日曜日のどちらかの日ということで、連続しないということで日曜

日という曜日設定とさせていただきます。 

この日が祝日となった場合でも運行を行いまして、ただし、年末年始

の関係は１２月２９日から３１日、それから年始の１月１日から３日の

間は運休とさせていただきます。それから、７の運行開始日につきまし

ては、平成２５年４月２日の火曜日からといたします。 

 ８のその他といたしましては、車両の運行に支障をきたす恐れがある

ときは運行を中止するということで、例えば、気象条件等によりまして

道路状況が悪化した場合、あるいは通行止めとなった場合には運行を中

止させていただきます。 

その他、利用者の負担はなしで、無料で乗車していただくということ

とします。 

 なお、先ほど申しあげましたように、各地区の停留所につきましては、

今、地元自治会との調整中のところもございまして、最終決まり次第、

該当地区の住民の方々には、運行コース、運行時刻につきまして周知用

の冊子等を配布させていただく予定をしております。 

この形で４月から運行をスタートをさせていただきたいと考えており

ます。そして利用状況を見る中で、ご利用されている方々あるいは住民
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の方々から種々ご意見をいただくなかで、また検討も加えてまいりたい、

このように考えております。 

以上で、斑鳩町社会福祉協議会の高齢者等外出支援事業についての報

告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。 木澤委員。 

 

 制度としてはね、非常にいい制度だなと、進めていくにあたって、や

ってみないとわからない部分もあると思いますんで、住民さんの声、き

ちっと反映させていけるようにしていってほしいなというふうに思うん

ですけども、これ社協のほうで運行されるということで、で、今見まし

ても職員さん、現正規職員さん５名を兼務で充てるということなんです

が、今、社協の職員さんって何名いらっしゃるんでしょうか。 

 

 現在１１名、嘱託含めて、一応１１名ということでございますので、

その中で５名を、今の採用します職員も含めてでございますけども、２

人採用しますので、当然１３名ですか、ということになりますので、そ

の中で７名を交代で運行していただきます。 

 

 ちょっと心配したのは、ワンボックスカーって結構、普段軽しか乗ら

ない人だったら、いきなりそんなん乗れるのかなって、ふっと心配にな

ったんですけども。 

 

 今度、新規採用職員で、雇う職員、あるいは嘱託職員につきましては、

大型免許を持っている職員を採用する予定でございますし、また今、現

職員の中でも２名大型免許を持っておりますので、持ってない職員もお

りますけども、今、社協のほうで、ゆうゆう号という福祉の車両がござ

いますので、その車と同じ大きさでございますので、その車も運転をし

ておりますので、新しい車を購入いたしまして、大きさはほとんど変わ

りませんので、ちょっと若干、普通のワゴン車よりも１０人乗りのワゴ
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ン車の方が大きいですので、狭い道路もございますので十分気をつけて

運行していきたいというふうに考えております。 

 

 それとですね、きょうコミュニティバスの時刻表なんかもつけていた

だいてますけれども、乗り方によって、いろんな組み合わせっていうん

ですかね、が、出てくると思うんです。で、より効果的に活用していた

だこうと思うと、住民の皆さんにコミュニティバスの運行と、福祉バス

の運行等の連携なんかもご理解いただけるような、そんな案内も必要か

なというふうに思うんですけども。今の段階でですね、その点について

はどんなふうに考えてますか。 

 

 今回、この社協のほうの事業につきましては、一応、地域限定でござ

いますし、あるいは高齢者、障がい者限定になっておりますので、当然

その方がご利用される中で、例えば、役場で降りていただいて、役場で

またコミュニティバスに乗り継いでいただくということは可能でござい

ますけれども、他の方ですね、一般の方が、この社協の事業の車を乗っ

ていただくということは対象地区以外の方ですね、当初はやっぱり、ご

遠慮いただくということでございますので、あまり宣伝してしまいます

と、そういった地域外の方も乗られるということが出てくるかもわかり

ませんので。その辺のところは、このご利用される地区の方については

コミュニティバスもありますので、そちら乗り継ぎということも可能だ

ということは周知はできますけれども、逆に全体に広く周知するという

ことはちょっと今のところ考えておりませんので、ご理解いただきたい

と思います。 

  

 よろしいですか。 木澤委員。 

 

 そうしますと、出発地点付近とか、丘陵地のほうから乗ってこられる

方、その方に利用していただくのがメインということですけど、停まる

のは、万代とか法隆寺駅とかいうところにも停まりますので、そこから

元々の丘陵地の地域以外の方も乗ってこられることも想定はされるんで
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すけども、それはもうやっぱり、いたし方ないものというふうに捉えな

いとしょうがないかなと思うんですけども、その辺については。 

 

 当然そのバス停を設置してますので、停留所を設置しますので、そこ

に待っておられたらですね、よほど若い方とかですね、ということでな

い限りですね、乗っていただくということになるんですけれども、当然

回るコースの中で、停まるバス停が決まっておりますので、それ以外の

ところでは降りていただけませんので、今のところは、それ以外の地域

の方はほとんど利用されることはないだろうというふうには考えており

ますけど、ただ、停留所で待っておられたら、乗車定員に満たなければ

乗っていただけるということになってます。 

 

 よろしいですか。ちょっと今質疑の中で、大型免許を持っておられる

方に、このバスは運行、運転手していただくような感じで考えておられ

る、それとも普通免許の方も職員さんで乗られるようになるわけですか。

ちょっとそのあたりもう一度お願いします。 乾住民生活部長。 

 

 ７名ということで運行するんですけども、交代でということになるん

ですけども、そのうち４人は大型免許を持っておるという形になります

ので、それ以外の者は普通免許で運転するという格好になりますので、

すべてが大型免許を持っているということではございません。普通免許

の職員も運転をするということになります。 

 

 もう１点すみません。もしこれ、どうしても事故があったらあきませ

んけども、事故があった場合の、その辺の対応いうのはどう考えておら

れるんですか。 

 

 事故ありましたら当然これはあってはいけないことでありますけども、

保険も当然入っておりますし、保険の対応ということになりますけれど

も。十分、事故のないように十分注意して運行してまいりたいと思って

ます。 
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 他にございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

 ないようでしたら、乾部長は他の公務もございますので、退席を許可

させていただきます。暫時休憩です。 

 

（ 午前９時５８分 休憩 ） 

（ 午前９時５８分 再開 ） 

 

 再開いたします。 

次に、（３）斑鳩町防犯灯設置補助金交付要綱の全部を改正する要綱

について、理事者の報告を求めます。 黒﨑総務課長。 

 

 それでは、斑鳩町防犯灯設置補助金交付要綱の全部を改正する要綱に

ついてご報告させていただきます。 

その改正内容につきまして、お手元にお配りいたしております資料８

の最終ページの要旨をもってご説明を差し上げたいと存じます。資料８

の最終ページの要旨をご覧ください。 

 自治会等が管理する防犯灯について、節電効果とＣＯ２の削減効果が

期待できるＬＥＤ防犯灯への切り替えを支援し、安全・安心また地球に

やさしいまちづくりを進めることから、現行の防犯灯設置補助の補助対

象の拡充及び条文等の整理を行うため、本要綱において全部の改正を行

うものでございます。 

１．主な改正内容についてでございますが（１）補助対象経費等（第

３条関係）についてでありますが、防犯灯１灯あたりの限度額を３万５，

０００円から４万８，０００円に引上げるものでございます。 

 改正前の要綱では、ＬＥＤ防犯灯の新設及び切り替えにつきましては、

１灯あたり補助限度額は３万５，０００円、１自治会あたり年間２灯ま

でとさせていただいていたところでございますが、自治会が管理されて
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いる既存の蛍光灯防犯灯からＬＥＤ防犯灯への切り替えが増加している

ところであり、補助限度額を１灯あたり４万８，０００円に拡充すると

ともに、１自治会の申請灯数制限を設けないこととしたものでございま

す。 

なお、補助限度額を４万８，０００円に拡充することにより、ＬＥＤ

防犯灯１６Ｗ相当までの切り替えに要する経費について、ほぼ全額を補

助できるものであると考えております。 

また、防犯灯に係る電気代につきましては、現在、修繕費も含め維持

管理補助金として、１灯あたり年間１，５００円を補助させていただい

ておりますが、ＬＥＤ防犯灯への切り替えにより、球切れ等の修繕費に

かかる費用がほとんどなくなるとともに、例えば、ＬＥＤ防犯灯８Ｗ相

当、これは蛍光灯２０Ｗと同じですけども、では、現時点で年間電気代

が約１，５５０円程度となっておりますが、その年間電気代のほぼ全額

をカバーさせていただくことができるものであるというふうに考えてお

ります。 

 次に、（２）その他条文及び様式の整理についてでありますが、補助

限度額の拡充及び申請灯数制限を設けないこととすることに伴い、交付

申請等の手続き及び交付申請等の様式につきまして、所要の改正を行う

ものであります。 

 次に、２.施行期日につきましては、平成２５年４月１日から施行する

こととしております。 

 以上、斑鳩町防犯灯設置補助金交付要綱の全部を改正する要綱につい

てのご説明とさせていただきます。以上でございます。 

 

 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。 辻委員。 

 

 この改正については別に反対するものではない、これかなり自治会に

よって、今の既存のやつ全部替えたいとか、いろんな申請、制限設けへ

んだら、その辺の対応は危惧されますけども、その辺の動向というのか、

かなりこれ自治会によっては防犯灯ありますので、その辺の申請全部受
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けるのか、ちょっと待ってって言うのか、その辺予算のほうもあります

ので、その辺の対応どうされているのかということで、ちょっと心配し

てますので。 

 

 小城町長。 

 

 今、こういう関係ですから、申請されればやっぱり受けていくという

ことで、去年、２４年度の関係等ですね、もう一部の自治会では、自治

会の人が寄付されたものですから、すべてを防犯灯をＬＥＤに替えたと

いうことろもございますし、これからはやっぱりこういうことをしてい

くということは、もしそういう申請があれば受けていきたいと思ってお

ります。 

 

 よろしいですか。他にございませんか。 木澤委員。 

 

 今の質問とも関連するんですけども。そうすると、残り町内でどれぐ

らい残ってて、それいっぺんに申請がくると金額的にはどれぐらいにな

るんでしょうか。 

 

 現在、自治会が管理されております防犯灯につきましては、約２，３

００灯ございます。そのうち、既にですね、ＬＥＤ防犯灯への切り替え

が済んでおりますのが７０灯ございます。残りが今後対象になってくる

んですけども、そういったことで委員会に報告後、自治会の方に意向調

査を行って、申し込み等の状況を把握したいというふうに考えておりま

す。 

 

 西本総務部長。 

 

 防犯灯すべてＬＥＤにしますと、全体で約８千万円程度の費用がかか

るということでございます。今、先ほど課長申しましたように、７０灯

の切り替えは済んでいるというところでございます。それから全体の灯
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数としましては、２，９００、約３千灯近い、町内の防犯灯があります。

自治会の管理防犯灯は２，３００灯、町が管理するのが約７００灯でご

ざいます。 

 

 そうすると、もう予算も当然つくってきてますから、８千万円ぐらい

ですか、いっぺんにくるとすれば、課長、これから意向調査をされると

いうふうにおっしゃってましたけども、基本的にすべてがすべて来ない

だろうとは思いますけれども、それで８千万円ぐらいの要望があっても

対応できるよということですね。 

 

 池田副町長。 

 

 先ほど町長が答弁されましたように、すべてあがってきても町の方で

財源手当して対応していくということでございますんで。 

 

 わかりました。今回こういう制度改正も含めて、大変評価できるもの

だというふうに思ってますが、実際の自治会負担というのはですね、こ

れ切り替えることによって、どうなっていくというふうに見てはるんで

すか。 

 

 今回、補助限度額の上限を４万８，０００円のほうに引き上げをさせ

ていただきました。防犯灯、ＬＥＤ防犯灯の８Ｗ相当であれば、２万８，

０００円から２万９，０００円程度で取替えが可能であると、そして１

６Ｗ相当、蛍光灯では３２Ｗ相当の分なんですけども、そういったもの

についても４万８，０００円の限度内で対応していただけるというふう

に考えております。そして電気代につきましても、先ほど申しあげまし

たように、ＬＥＤ８Ｗ相当であれば、１５００円ちょっとでいけるとい

うふうに考えております。 

 

 それさっき説明していただいたんです。電気代についても、ほぼ８Ｗ

相当であれば、自治会の負担もほぼなくなるでしょうということですけ
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ども、それ以外でも自治会の負担ってありますよね。球は全部交換の場

合は、この４万８，０００円まで限度額増やしましたけども、新たにポ

ール設置する場合の自治会負担は半額ありますし、１６Ｗ相当ですと、

１，５００円ではきかないよというところで、今、明るくする所増えて

きているというふうに思うんです。元々はこの制度改正大変評価させて

いただいてますけども、元々は税金で管理するべきと違うかと、自治会

の負担を防犯灯の恩恵を受けるのが、自治会の者だけじゃないよという

声もありましたんでね、そういう点で自治会負担というのは、大きく減

らされることにはなるでしょうけれども、今後の動向的にはどうなって

いくというふうに町としては考えておられるのかなと。 

 

 小城町長。 

 

 この経過というのは防犯灯の費用、電気代はですね、納税組合等、自

主的に納税組合があったわけですけども、納税組合を廃止するという中

で、やっぱり意向としては、その地域、地域ということで、自治会の中

で防犯灯の電気代を一部補助していくというところから始まっておりま

すので、私はやっぱり自治会として当然電気代というのは必要であろう

と思いますし、すべてを町がということは考えられませんから、ある程

度、議員さんからご意見いただいている中では１，５００円という中で

ですね、考慮したらどうかということで、今度はＬＥＤの関係等につい

ては、全額補助で４万８，０００円ということにしているわけでござい

ますので、これからも、どうせこの防犯灯等については維持管理という

のは必ず皆さん方に自治会としてやっていただかなければならない、や

っぱり切れるところもありますし、当然、付けたから、もうすべてが完

備したということにはならない。いろんな役員の方々、あるいは皆さん

方に負担を被りますけれども、やっぱりそういうことによって地域と町

が連携を保っていけるんじゃないかなと思ってますので、そういう点に

ついては、電気代を、そういう点については、ご意見をいただきながら、

こういう形にしてるということで、ご理解をいただきたいと思います。 
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 今ちょっと木澤委員のところで質疑があった、ポールですね、あれあ

たりは結局変わらずになるわけですか。ポールの負担といいますか、立

てるときの。 黒﨑総務課長。 

 

 ポールにつきましては従来どおり５０パーセントの補助ということで、

変更はございません。 

 

 他にございませんか。 

 

   （ な  し ） 

     

ないようでしたら、次、（４）斑鳩町地域集会所施設整備費補助金交

付要綱の一部を改正する要綱について、理事者の報告を求めます。 

黒﨑総務課長。 

 

 それでは、斑鳩町地域集会所施設整備費補助金交付要綱の一部を改正

する要綱について、ご説明をさせていただきます。 

その主な改正内容につきましては、お手元にお配りをいたしておりま

す資料９の最終ページの要旨によりご説明させていただきます。 

資料９の最終ページの要旨をご覧ください。 

地域コミュニティ活動を支援するため、地域における交流の場の確保

が求められていることから、地域集会所を有していない自治会が建物等

を借りて自治会活動を行う場合の賃借料について補助金を交付すること

とし、本要綱において所要の改正を行うものでございます。 

１．主な改正内容（１）題名についてでありますが、題名を、斑鳩町

地域集会所施設整備費等補助金交付要綱に改めるものであります。集会

所の施設整備のほか、集会所の賃借についても補助対象としようとする

ことから、題名中「整備」の次に「等」を加えるものであります。 

次に、（２）補助対象の拡大についてでありますが、補助対象に、賃

借を追加することとし、その対象は、地域集会所を有していない自治会

等、その内容は、自治会活動を行うための建物等の使用料及び賃貸借契
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委員長 
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約に基づく賃借料、ただし敷金、礼金等を除くこととしております。 

なお、建物等の使用料については、他の自治会の集会所や、いかるが

ホールなどの公共施設を利用される場合の使用料を対象と考えており、

賃貸借契約に基づく賃借料については、空き家やアパートの一室を賃貸

借契約によって借上げる場合を対象としており、空き家の有効活用にも

つながるものと考えております。 

また、補助率は３分の２、補助金限度額は月額２万円とするものであ

ります。なお、補助率３分の２につきましては、新築、増改築、購入等

の施設整備に係る補助率に準ずるものとしております。 

２．施行期日等（１）施行期日についてでありますが、平成２５年４

月１日から施行することとしております。また（２）経過措置について

でございますが、平成２５年度に賃借を実施しようとする自治会等の代

表者は、第５条の規定にかかわらず、この要綱の施行の日から平成２５

年６月末までの間に、集会所施設整備計画書を提出できることとしてお

ります。これは、補助金の交付を受けようとする自治会等の代表者は、

前年の１０月末までに、補助対象事業の計画書を提出し、承認を受ける

こととしておりましたが、今回の要綱改正を平成２５年度から適用させ

るため、補助対象事業の計画書提出期限を平成２５年６月末まで延長す

るものでございます。 

なお、今回の制度改正の内容及び経過措置の内容につきましては、自

治会へ文書により周知してまいりたいというふうに考えております。 

 以上、斑鳩町地域集会所施設整備費補助金交付要綱の一部を改正する

要綱についてのご説明させていただきます。以上でございます。 

 

 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 木澤委員。 

 

 説明していただいた中で確認だけしておきたいんですけども、これ、

月額の契約だけじゃなくて、例えば、自治会で、公民館を利用して会議

をする際の使用料なんかもこの補助対象になるということですね。 
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委員長 
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 自治会活動として公民館等を使用される場合も、適用することとして

おります。 

 

 以前から住民さんから声があったことに対して、こういうふうに対応

されるということは高く評価さしていただきたいと思います。これ適用

の範囲ていうのがいろんなケースがあると思いますので、できるだけ自

治会に周知する際に具体的なケースでお示ししながら、こういう場合に

はいけますよということで、お知らせいただければなというふうに思い

ます。 

 

 要望ですな。他にございませんか。 嶋田議長。 

 

 ここに建物等とありますけども、地代、借地料も含まれるんですか。 

 

 地代、借地料等は含まれません。 

 

 他にございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

 ないようでしたら、ここで、１０時３０分まで休憩いたします。 

 

   （ 午前１０時１６分 休憩 ） 

   （ 午前１０時３０分 再開 ） 

 

再開します。 

次に、（５）斑鳩町法隆寺五丁地区地域交流館の利用について、理事

者の報告を求めます。 黒﨑総務課長。 

 

 それでは、斑鳩町法隆寺五丁地区地域交流館の利用についてご説明を

させていただきます。 
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 はじめに、斑鳩町法隆寺五丁地区地域交流館につきましては、本年４

月の開館に向け工事を進めているところであり、本日現在の進捗率は約

９３％という状況でございます。 

 また、地域交流館の運営につきましては、地元自治会に管理業務を委

託することとしているため、これまで、地元自治会と施設使用の予約受

付などの業務について協議を進めてまいりましたが、４月１日オープン

に向け、利用者等に配布させていただく、斑鳩町法隆寺五丁地区地域交

流館利用の手引きを取りまとめましたので、ご説明をさせていただきま

す。それでは、お手元にお配りいたしております資料１０によりご説明

をさせていただきます。資料１０の１ページ目をご覧ください。 

 はじめに、設置目的について、また管理は、五丁町連合自治会が行う

ことを示しております。 

 次に、利用のご案内についてでございますが、所在、開館日、利用時

間、利用区分、部屋、駐車場について示しております。利用区分は、午

前、午後、夜間の３区分としております。 

 次に、資料の２ページ目をご覧ください。利用方法についてでござい

ますが、申込方法として、受付開始の日、申込時間、申込方法、予約受

付期間、鍵の借用、利用対象について示しております。申込方法は、管

理人宅へ電話又は訪問により予約を行っていただき、予約終了後、使用

の前日までに使用申込書に必要事項を記入して管理人に提出していただ

くこととしております。予約受付期間についてでございますが、予約受

付は、通常は、使用日の属する月の前々月、２か月前の初日、１日から

使用日の前日までとしております。ただし、前々月の初日が土曜、日曜、

祝日、年末年始、１２月２９日から１月３日の場合は、次の土、日、祝

日、年末年始でない平日としております。 

 次に、鍵の借用についてでございますが、使用者は、申込みした時間

に管理人、管理人宅から鍵を借用し、使用後管理人に返却することとし

ております。利用対象につきましては、斑鳩町内の住民団体及び自治会

などとしております。 

 次に、資料２ページの一番下、使用料についてでございますが、使用

料は無料、ただし、エアコンを使用される場合は有料としております。 
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 次に、資料３ページをご覧ください。利用者の皆様へのお願いとして、

使用にあたって守っていただく事項として、使用時間を厳守すること、

使用後の戸締りや施錠を確認し、鍵を返却すること、備品等を大切に使

用し、使用後は清掃すること、ごみは持ち帰ること、建物内は禁煙であ

ること、特別の設備を使用する場合はあらかじめ承認を取ること、施設

内における禁止事項などを掲げております。 

 次に、資料４ページをご覧ください。使用の制限又は取消し及び損害

の賠償についてでございますが、斑鳩町地域交流館設置条例に規定して

おりますことについて、使用者にお知らせすることといたしております。 

 以上、斑鳩町法隆寺五丁地区地域交流館の利用についてのご説明とさ

せていただきます。以上でございます。 

 

 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 木澤委員。 

 

 こうして手引きも作っていただいて、周知を図っていただきたいと思

うんですけれども、元々、消防コミュニティセンターと同じような形で

運用するというふうにお聞きはしていましたが、今回、こういうふうに

これ作っていただいて、消防コミュニティセンターの運用と違うところ

というのはあるんですかね。 

 

 コミセンと違うところのご質問でございますが、始めに予約の受付期

間についてでございますが、法隆寺五丁地区の地域交流館では、使用す

る日の属する月の前々月ということになっておりますが、コミセンにつ

きましては、使用月の前月ということで、予約の受付期間が違います。 

そしてまあ、申込時間についてでございますが、法隆寺五丁地区の地

域交流館は月曜から金曜までの午前８時から午前１１時までとされてお

りますので、コミセンのほうは午前９時から午後５時までということで、

その辺の予約の受付の時間と申込期間が違っております。 

 

 これはどういうふうに決めはったんですか。 
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 あくまでも、この施設につきましては、地元のほうに管理運営をお任

せをして、地元の実情に応じた運営を行っていくということから、地元

と協議をいたしまして、このように決定をさせていただきました。 

 

 それぞれ地域によって、管理できる体制なんかも違いもあると思いま

すんで、こうした点については、ずれというか、消防コミュニティセン

ターと違いがあるというふうに、ずれるのもしようがないと思うんです

けども、ただ、利用される住民さんにとってはなかなかわかりづらい点

があると思いますので、その点について、十分に周知をしていただくの

が必要かなと。で、私、消防コミュニティセンターなんかもよく利用さ

せていただくんですけれども、申込のその手段、方法ですね、がなかな

かやっぱりよく分からないという声を聞くんです。これ、役場の総務課

のほうに電話をしてくださいというふうにはなってはいるんですけども、

やっぱり直接、今でしたら、消防コミュニティセンターのほうですね、

あそこに行ったら申込方法分かるかなと、現地に行かれる方なんかも何

人かはいらっしゃるというふうに聞いていまして、ただ行っても、表か

ら見ても、特に何にも書いていないんでね、あそこに、できたらわかる

ような形でパネル表示なんかができないかなというのがあります。今回、

こうして、申込時間とか、いつから申込ができるのかというのも若干や

っぱり変わってくると思いますので、できたら、それぞれのところに、

申込方法をわかりやすい形で表示できないかなと思いますけれども、そ

の点はいかがですかね。 

 

 ご利用の案内のほうにつきましては、表示するというような方向で検

討してまいりたいというふうに考えております。 

 

 ありがとうございます。よろしくお願いします。 

それと、やっぱり地域交流館自体の目的が、あまり住民さんによく理

解されていないというのが、まだまだ現状だと思いますので、この利用

の手引きの周知と合わせて、やっぱり目的をしっかり理解してもらって、
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より多くの住民さんに使ってもらえるような形で、周知を進めていって

いただきたいと思いますので、その点も合わせてお願いしておきます。 

 

 要望ですね。他にございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

ないようですので、次に、（６）退職手当の支給水準引下げ等につい

て、理事者の報告を求めます。 黒﨑総務課長。 

 

 それでは、退職手当の支給水準引下げ等についてご報告させていただ

きます。 

 国家公務員の退職給付の給付水準の見直し等のための国家公務員退職

手当法等の一部を改正する法律が、平成２４年１１月２６日に公布され、

平成２５年１月１日より、段階的に引き下げられております。 

 これは、官民比較調査結果及びその見解並びに有識者会議の報告を踏

まえ、退職手当の支給額を、平均４０２万６千円、約１４．９％引下げ、

官民格差を解消しようとするものでございます。 

 この状況を踏まえ、奈良県市町村総合事務組合におきましても、お手

元にお配りいたしております資料１１の基本方針案の内容で、当該組合

条例改正案を本年、平成２５年２月２６日開催の奈良県市町村総合事務

組合定例議会に上程される予定となっております。 

 それでは、お配りいたしております資料１１をご覧ください。当該資

料につきましては、奈良県総合事務組合から送付されております、退職

手当の支給水準引下げ等に係る組合の基本指針（案）であります。 

この資料により、ご説明を差し上げたいと思います。 

 １.改正の施行期日及び適用日についてでございます。（１）退職手当

支給条例の一部改正条例の施行予定日は、平成２５年４月１日。国では、

平成２５年１月１日施行とされております。（２）退職手当支給条例の

一部改正条例の適用予定日は、原則、平成２５年４月１日とされており

ます。 
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 次に、２.支給水準の引下げについてであります。（１）調整率を下記

のとおり段階的に引下げることとされております。ここで、当該資料に

は示しておりませんが、退職手当額の計算等についてご説明させていた

だきますと、退職手当支給額は、退職日俸給月額×退職理由別・勤続年

数別支給率×調整率＋調整額、この調製額というのは、職責により加算

される額となっております。調整率につきましては、退職手当法上、官

民均衡のために設けられているものであり、現行の１００分の１０４に

つきましては、勤続年数２０年以上の退職者に適用されております。 

資料１１の表をご覧ください。現行調整率１００分の１０４を平成２

５年４月１日から平成２６年３月３１日までの退職者に１００分の９８、

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの退職者に１００分

の９２、平成２７年４月１日以降の退職者には１００分の８７とするも

のでございます。（２）調整率は、退職理由及び勤続年数にかかわらず、

全ての退職者に適用することとされております。（３）施行期日は、平

成２５年４月１日から、第一段階の引下げを開始する。なお、国におい

ては、平成２５年１月１日から施行されております。（４）経過措置と

して、本組合は１２か月、国は９か月とされております。 

 次に、３．早期退職のインセンティブ、これは勧奨でございますが、

の拡大についてであります。（１）定年前早期退職特例措置の拡充につ

いてでありますが、適用退職年齢の下限を５０歳、定年前１０年から４

５歳、定年前１５年とし、割増内容として、定年前１年につき一律２％

から、定年前１年につき３％を上限とした割増とするものでございます。

これは、在職期間が長期化している状況等を踏まえ、民間企業において、

早期退職優遇制度がある程度普及していることも勘案し、早期退職特例

措置を拡充するものでございます。なお、この定年前早期退職特例措置

の拡充につきましては、現在、国におきましては、施行期日を定める政

令が出ておらない状況であり、奈良県総合事務組合におきましても、国

の状況を見ながら実施していくこというものと伺っております。 

なお、従前より、地方公務員の退職手当制度は、国との均衡の原則を

考慮し、国の制度に準じて条例が定められているところであり、各地方

公共団体におきましても、必要な措置を講ずるよう国から要請されてい
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るところであります。 

 以上、退職手当の支給水準引下げ等についてのご説明とさせていただ

きます。以上でございます。 

  

 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 木澤委員。 

 

 これも本当にひどいことするなというふうに思うんですけれども。率

とか全体で言うと、４０２万９千円ですかね、民間との格差を解消する

ということで、調整率出していただいてますけども、斑鳩町の職員さん

の平均で言うとどれくらいになるのかっていう数字をちょっと教えてく

れませんか。 

 

 今回の改正に照らし合わせまして、勤続３５年以上で、６０歳の定年

退職、最終、定年前５年間を課長級ですごして、月額４２万円で退職し

た者で想定をしますと、現行では２,６９０万円程度でございましたが、

改正によりまして、マイナス４０７万円程度で、２,２８０万程度になる

というふうに試算をしております。 

 

 ほんだら、ほぼこの国の示すぐらいの、ほんまに減額になってしまう

ということですね。これ、退職手当組合ですかね、総合事務組合ですか

ね、これ作ってはるのは県のほうの管理になるんですかね。 

 

 奈良県総合事務組合での条例でございます。 

 

 町が定めているものですと、例えば、町の組合と話し合いをして結果

を出すという形になるかとは思うんですけれども、この県のほうの組合

という形になると、町の職員組合さんのほうとの交渉というのは、どん

な形になっていると理解したらいいんですか。 

 

 今回の改正につきまして、斑鳩町職員労働組合につきましては既に承
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知されているということで聞いております。そして、１月１５日の組合

交渉の場におきましても、これについては一定の理解は示していただい

たという状況でございます。 

 

 基本的に報告いただいて、私たち、条例改正もないんで、特にタッチ

もできないんですけども、今回こういう形で３年間で退職金が引き下げ

られるということに伴って、もうそれやったら、先退職しますよという

申し出なんかは、町の職員さんの中で出てるんですか。 

 

 池田副町長。 

 

 今、これにつきまして、組合に説明した後、こういう制度があります、

こうなりますよということで職員周知をいたしまして、例年１２月末で

締め切っております勧奨の分についても延長いたしまして、職員に回覧

して意向をお聞きしましたところ、今現在のところどなたもおられない

ということでございます。 

 

 よろしいですか。他にございませんか。 

  

   （ な  し ） 

 

ないようですので、次に、（７）臨時職員の賃金の改定について、理

事者の報告を求めます。 黒﨑総務課長。 

 

 それでは、臨時職員の賃金改定についてご説明させていただきます。 

臨時職員の賃金につきましては、奈良県の最低賃金や民間の動向、ま

た、近隣市町村の状況を見る中で改定を行ってきたところでございます。 

奈良県の最低賃金につきましては、平成２３年度２円、平成２４年度

６円の引上げが行われており、これらの状況等を見る中で、今回改定を

行うものであります。 

その改定内容につきましては、お手元にお配りいたしております資料
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１２によりご説明させていただきたいと存じます。 

資料１２をご覧ください。改定内容についてでありますが、本町臨時

職員それぞれの職種において、時間給１０円、日給８０円、月給１，６

００円の引上げを行うものであります。ただし、ふれあい交流センター

いきいきの里センター長、幼稚園園長、図書館長、公民館長、文化財活

用センター長及び青尐年悩み事相談員の賃金については、除くこととし

ております。 

２．施行期日についてでございますが、平成２５年４月１日から施行

することとしております。 

次に、資料の３つ目には、職種ごとの改定の状況をお示ししておりま

す。太字でお示ししておりますのは、改定後の金額、カッコ内は、引上

げ額をお示ししております。 

以上、臨時職員の賃金改定についてのご説明させていただきます。 

以上でございます。 

 

 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 木澤委員。 

 

 今回、上げはるということなんで、上げはる分については評価します

けども、これ期末手当なんかについては反映されるんですか。 

 

 期末手当の額の人がですね、基礎額についても反映されるので、期末

手当のほう上がります。 

 

 そうして基礎の分が上がるので、そういった形での反映はされるでし

ょうけども、月数ですね、現在、臨時職員さんの期末手当の月数という

のはどういうふうになっているんですか。 

 

 現在、２．２か月ということになっていますが、これについては改定

はございません。 
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 もう１点ですね、ふれあい交流センターいきいきの里センター長だと

か、幼稚園園長とか、図書館長など、除くとされている方がいますけれ

ども、これはなぜ除かれるんですか。 

 

 これらの職員につきましては、過去の職務の実績を活かしていただい

て、管理職的な役職の職員としての位置づけとして配置いたしておりま

すので、正規職員の改定に準じ、今回、改定は行わないということでご

ざいます。 

 

 ただまあ、職責的には管理職やということですが、位置づけは、給与

面では臨時職員さんやということなんで、同じように、この臨時職員さ

んの賃金改定には反映していくべきなのかなというふうに思うのと、そ

れと以前から要望していますように、臨時職員さんの期末手当について

も、以前、切り下げる前は２．２か月じゃなかったと思うんです。そう

したところについても、元に戻すということをいろいろ議員さんも含め

て要望させていただいてきました。今回、１０円上げるということで、

上げる分については評価をしますけれども、その要望については、引き

続き要望として、しておきたいと思いますので、また、今後のなかでよ

ろしくお願いします。 

 

 他にございませんか。 小野委員。 

 

 先月かな、１月に黒﨑課長が、観光産業課の職員が、１年未満の職員

やってんけど、退職したということで案内もらったんやけどね。前回の

ときにも、これ何名やったかな、試験に合格してて、あと５名と、それ

と土木１名、保健師２名と、このように職員を決めたということになる

んですね。私はもう単純に、その人たちに空いたとこを、総合的に、こ

れが面接かなんかで最終的に決めておられると思うねんけれども、職員

に採用してもいいんじゃないかなと。臨時職員でもう何年も斑鳩町の役

場でいろいろがんばってくれている人もいますしね、そういうことをや

っても、あまり不自然ではないと私は思うんですが、副町長は臨時職員
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でやっていくと、そういう話はしてくれているねんけども、そういうこ

とも考えられないんかなと思いますねんけれども、どうなんですかね。 

 

 池田副町長。 

 

 今お尋ねの件でございます。今、臨時職員さん、たくさんおられます。

今お尋ねの件ですけども、相当以前の、斑鳩町じゃないですれども、相

当以前、もう１０数年、２０数年前に、自治体ではそういうことをやっ

ておられたところもありますけれども、非常に不透明だと、採用自体が

不透明、どの臨時さんが正職員になって、どの臨時さんがならないと、

ということは、一定のテストを受けて合格していただかないと、正職員

にしやんと、その、採用の段階で非常に恣意が働く可能性があるという

ことで、不透明だということで、そのような採用についてはどの自治体

でもやっておられませんので、町としてもやっぱりそれを採り入れるこ

とにつきましては、非常に住民から不信を招く懸念がございますんで、

やはり消極的にならざるを得ないということでございます。 

 

 ということは、言い換えてみたら、これ１０名から５名に絞ったいう、

それは、それも不透明じゃないかなということを言われるんちゃうかな

と。同じことやと思うけど。 

 

 採用試験自体が公正に行っておると。そうしたら、どの試験もすべて

面接は不透明だということになってきますので、その理論にはちょっと

なってこないと考えておりますので、ご理解を。また面接には、他から

一般の人も入ってもらってやっておりますので、そこでは公正性は保た

れておると、住民に説明できるということでございますので、ご理解を

お願いします。 

 

 ちょっと噂だけやねけどね。県の教員の採用試験で、落ちた人間は何

番ですという通知もネットの中で出てきますのでね。だから、そういう

ふうな決め方でしてあって、あと１人やってんなとかね、そういうこと
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で教員試験を受けておられる方もおられるしね。せっかく受けてて、１

０人やったか、試験で合格して、その中で５人選んだと。６人目という

のはいてるわけやね。だから６人目ばっかりだったら、それを選ぶのは

不透明やと言われてらこれしようがないけどね。だけど、そこらで、そ

ういうことも考えても、私はいいんかなと思うんやけどね。 

 

 今、６人目とおっしゃいましたけれども、今、おっしゃいますように、

合格きますよと、そしてあと、補欠、予備とかいうのも、一時は、町も、

補欠いう制度をとってきたこともあるんですわ。やはり、例えば、落ち

たけれども、一定の人材がおられたらとっておこうかと、こっちで辞退

されますので、ということもありましたけれども、今年度、２４年度の

試験採用では特に補欠にするだけの方がおらなかったということでやっ

ておりませんけども、そういう方がおられたら、そういう方も、補欠制

度も、その年度によってはやっておりますので、それはご理解をいただ

きたいと思います。 

 

 その臨時職員なんかはよくやっているということは私も見てますので

ね、また、その黒﨑課長、あれ１月に、今の観光産業課の職員が急にや

めましたというようなことで、自宅へそういう書類を持ってきてくれた

しね。そういうこともあるんやったら、考えてもいいのかなと。という

ことは、今年度１名足らんということで、臨時職員で補うんですね。 

 

 はい、そういうことになってまいります。 

 

 堂々巡りするだけやからね、私はそういう合法的、合理的な形で職員

を選ぶのもひとつの方法じゃないのかなと、そのように思います。また

考えてもらえたらありがたいと思いますので、お願いしておきます。 

 

 他に、ございませんか。 

 

   （ な  し ） 
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ないようでしたら次に、（８）斑鳩町土地開発公社解散に伴う清算に

ついて、理事者の報告を求めます。 長。 

 

 それでは、各課報告事業の（８）斑鳩町土地開発公社解散に伴う清算

につきましてご説明をさせていただきます。 

恐れ入りますが、資料１３をご覧いただけますでしょうか。 

 斑鳩町土地開発公社の解散につきましては、平成２４年９月の町議会

定例会の議決後、同年９月２８日に県に対しまして公社解散の許可申請

を行い、同年１０月２３日に奈良県知事の解散認可を受けたところでご

ざいます。その後、公社におきまして、清算事務を進められ、清算人か

ら平成２５年２月１４日をもって清算結了したことの報告が受けたこと

から、ご報告させていただくものでございます。 

 はじめに、１番でございます。現務の結了として、清算人は、奈良県

知事の解散認可日である平成２４年１０月２３日に現務を結了し、その

間の公社業務を平成２４年度業務報告書としてとりまとめ、解散時の財

産を２，２４１万１，５３１円とされました。 

 次に、２番でございます。債権の取立て及び債務の弁償として、清算

人は、公有地の拡大の推進に関する法律 第２２条の８第１項に規定す

る債権の申出の催告等に基づき、平成２４年１１月２６日、平成２４年

１１月２８日及び平成２４年１１月３０日の３回にわたって公告をし、

催告を行われました。 

なお、債務の取立て及び債権の弁償はなかったところでございます。 

 次に、３番でございますが、残余財産の確定として、清算手続きにお

いて、収入した金額及び支払った金額は、次のページの残余財産計算書

のとおりで、残余財産は、解散時の財産２２，４１１，５３１円から、

定期預金解約時の利息２５，９０４円の収入と、２番目でご説明した官

報への公告掲載手数料９１，３２８円の支出、これらを差し引いた２，

２３４万６，１０７円となっております。 

 最後に、４番でございますが、残余財産の引渡しとして、平成２５年

１月３１日に、残余財産金２，２３４万６，１０７円を公社定款第２４
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条第２項で定めるところにより、斑鳩町に帰属させ、本町がこれを受け

たところでございます。 

 以上､斑鳩町土地開発公社解散に伴う清算につきましてのご説明とさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。 

 

   （ な  し ） 

 

ないようでしたら、次に、（９）第４次斑鳩町行政改革大綱について、

理事者の報告を求めます。  

 

 それでは、（９）第４次斑鳩町行政改革大綱につきましてご説明をさ

せていただきます。資料１４となっております。 

はじめに、第４次斑鳩町行政改革大綱の策定までの経過につきまして、

ご説明をさせていただきます。 

本町では、これまでもさまざまな手法を活用しながら行政改革を実施

することで、行政サービスの維持向上に努めてまいりましたが、平成１

４年１２月に策定した前大綱である、第３次斑鳩町行政改革大綱が平成

２２年度をもって終了いたしました。 

そうしたことから、社会経済情勢の変化に対応した効率的な町政運営

の実現を図るため、平成２４年２月６日開催の斑鳩町行政改革推進委員

会に、第４次斑鳩町行政改革大綱の策定について、諮問し、同年１２月

まで全６回にわたりまして、さまざまな角度・視点から慎重にご審議を

いただき、同年１２月１８日に答申をたまわったところでございます。 

その答申内容のとおり、同年１２月２５日で、行政改革の基本指針と

なる、第４次斑鳩町行政改革大綱を策定したところでございます。 

 資料１４の２ページから３ページをご覧いただけますでしょうか。 

まず、第３次斑鳩町行政改革大綱の取組みでございます。 

平成１５年度から平成２２年度の８年間にわたり取り組んまいりまし
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た、第３次斑鳩町行政改革につきましては、取組みによる費用の削減等

の効果額合計が約６億５，４００万円となったほか、実施計画で策定し

た改革の施策につきましては１６８項目中１４２項目をほぼ計画通り達

成し、経常収支比率などの数値目標も概ね達成したところでございます。 

 次に、第４次斑鳩町行政改革大綱につきまして、ご説明をさせていた

だきます。資料の４ページとなっております。 

まず、本大綱策定の背景でございます。資料の４ページから６ページ

にお示しさせていただいていますとおり、本町を取り巻く環境が、尐子・

高齢化の進行、人口減尐社会の到来などの社会情勢、経済情勢や景気動

向に伴う財政状況、地方分権・地域主権改革の進展、住民の安全・安心

の確保などの危機管理など、さまざまな分野において対応していかなけ

ればならない、厳しい状況となっております。 

 また、第４次斑鳩町行政改革大綱は、７ページでございます。 

７ページでお示しさせていただいているとおり、平成２３年３月に策

定した、第４次斑鳩町総合計画における、まちの将来像の実現にむけ、

施策・事業を積極的に展開するため、効果的・効率的な行財政運営のさ

らなる推進にむけて、本町が取り組むべき行政改革の考え方・あり方を

示すものとなっております。 

 こうした背景を踏まえまして、８ページでございます。８ページにお

示させていただいておりますとおり、基礎自治体として必要なサービス

を継続的・効率的に展開するためには、さらなる改革が必要であるとい

う考え方のもと、本大綱の策定に至ったものでございます。 

 第４次斑鳩町行政改革大綱の要点につきましてご説明申しあげますと、

９ページでございます。その基本理念は、行政を取り巻く環境が急速に

変化する中で、新たな行政課題や住民ニーズに対応するとともに、これ

まで築き上げてきた行政サービスの水準を将来的にも維持するためには、

さらなる行財政運営の改革が必要であること。提供された行政サービス

によって、住民の満足度がどの程度向上したのかが成果として求められ

てきているようになってきていること。また、限られた経営資源の中で、

ＰＤＣＡサイクルの実施による事業の総点検などにより、迅速、的確性、

効率性、実効性を追求し、住民の満足度の高い行政サービスを提供でき
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る、質的に行政改革もあわせて行財政運営への転換が必要であること。 

以上の観点から、行政改革の基本理念を、住民とともに歩み、開かれ

た、魅力ある行政の推進、と定めたところでございます。 

 また、その視点につきましては１０ページから１１ページにお示しさ

せていただいております。住民本位・住民満足の視点に立ったサービス

と、これを継続的に提供できる効率的な行政システムの構築を進めるた

め、（１）住民との連携・協働、（２）行政資源の最適配分、（３）安

定性と持続可能性の確保、（４）権限移譲への対応、（５）受益と負担、

この５つの視点から行政改革に取り組んでまいります。 

 また、その基本方針として、１２ページでございます。１２ページに

お示しさせていただいておりますとおり、行政経営の改革、行政サービ

スの改革、行財政の改革の３つを基本方針として掲げ、この基本方針そ

れぞれにおきまして、質と量の改革に取り組んでまいります。 

行政経営の改革におきましては、限られた資源を有効に活用した効果

的な経営型行政運営の推進を、行政サービスの改革におきましては、よ

り満足度が高く質の高いサービスの提供の推進を、行財政の改革におき

ましては、真に必要なサービスを将来にわたって持続可能なものとする

ための財政の改革の推進を、この３つを基本的な方向としているところ

でございます。 

 また、推進項目につきましては、１３ページの中段から１４ページに

示しておりますとおり、この３つの基本方針にそれぞれに３つずつ、合

計９つの推進項目を設け、これらを柱として行政改革に取り組むことと

しております。推進項目の概要につきましては、１４ページから１８ペ

ージにとりまとめておりますので、後ほどご覧いただければと思います。 

 恐れ入りますが、１８ページをお開きいただけますでしょうか。 

推進期間についてでございます。推進期間は、第４次斑鳩町総合計画

の計画期間最終年度にあわせ、平成２５年度から３２年度までの８年間

としております。前期、後期の２期に分け、行政改革に取り組んでまい

ります。 

 最後に１９ページの推進体制についてでございます。本大綱に基づく

取組みを継続的かつ着実に推進していくため、その具体的な取組みを示



 - 48 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

企画財政

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す実施計画を策定し、年次的に取り組んでまいります。 

また、推進管理にあたりましては、行政改革推進本部で管理するとと

もに、広く住民の理解とご協力のもとに行政改革を着実に推進するため、

町広報紙、町ホームページなどにより、行政改革の推進状況を公表して

まいりたいと考えております。なお、現在、その具体的な取組みを示す

実施計画の策定を進めているところでございます。 

 以上で、第４次斑鳩町行政改革大綱の策定につきましてのご説明とさ

せていただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

 ないようですので、次に、（１０）奈良県事務処理の特例に関する条

例による移譲事務について、理事者の報告を求めます。 

まず始めに、企画財政課所管の事務について理事者の説明を求めます。 

 

 

 それでは、（１０）奈良県事務処理の特例に関する条例による移譲事

務につきまして、総務常任委員会が所管されます移譲事務の内容につい

て、ご説明させていただきます。資料１５となっております。 

 このたびの移譲事務につきましては、住民に身近な行政は、できる限

り身近な地方公共団体において処理するという、基礎自治体優先の原則

を尊重し、奈良県と市町村の適切な役割分担のもと、権限移譲されるも

のでございます。 

奈良県におかれましては、昨年１２月定例県議会において、奈良県事

務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例を上程され、平成２４

年１２月１４日に成立し、平成２４年１２月２８日に公布されました。 

これを受けまして、資料１５にとりまとめている事務が平成２５年４

月１日から奈良県より本町に移譲される事務となっております。 
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まず、企画財政課が担当する移譲事務につきましては、新たに生じた

土地の確認の届出の受理及び告示に関する事務の移譲を受けるもので、

その内容は、地方自治法第９条の５に基づく事務で、領海内の海や湖沼

などにおいて、埋め立てや干拓等で、新たに永続的に陸地となる場合の

確認として、これまで知事の権限であった、土地の確認の届出の受理及

び告示について処理してまいります。なお、奈良県におかれましては、

これまではこの事務の発生はないということを奈良県から説明を受けて

おるところでございます。 

 

 続いて、生涯学習課所管の事務について、理事者の説明を求めます。 

佃田生涯学習課長。 

 

 生涯学習課所管にかかります移譲事務について報告いたします。 

まず、表の⑥の史跡、名勝、天然記念物の現状変更の許可等に関する

事務につきましては、従来、県教育委員会で行っていた文化財保護法に

基づく史跡、名勝、天然記念物の現状変更の許可等に係る事務が、町に

移譲になります。 

次に表の⑦の史跡、名勝、天然記念物の国の機関による現状変更、終

了報告の受理に関する事務につきましては、文化財保護法に基づく史跡、

名勝、天然記念物の国の機関が行う現状変更等は、現在、県教育委員会

で受付を行うこととなっておりましたが、権限移譲後は町で受付を行う

こととなります。 

次に表の⑧、史跡、名勝、天然記念物の滅失、毀損、復旧届出の提出

の受理に関する事務につきましても、文化財保護法に基づく史跡、名勝、

天然記念物の滅失、毀損、復旧届出に関する受付は、現在、県教育委員

会で受付を行うこととなっておりますが、権限移譲後は町で受付を行う

ことになります。 

これらの権限移譲により、事務の処理期間の短縮や、町としての情報

収集が迅速化するという効果があると考えております。 

以上でございます。 
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 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。 

 

   （ な  し ） 

 

 ないようでしたら、次に、（１１）学校給食調理・洗浄業務の委託に

ついて、理事者の報告を求めます。 西川教育委員会総務課長。 

 

 斑鳩西小学校と斑鳩東小学校、斑鳩中学校、斑鳩南中学校の学校給食

の調理・洗浄業務の委託契約締結につきましてご報告いたします。 

 平成２２年度から３年間の契約期間が平成２５年３月３１日で終わり

ますことから、平成２５年度から新たな３年間の委託業者を入札により

決定いたしました。 

まず斑鳩西小学校では、落札金額、消費税込みで３，２８１万８，８

００円、契約業者は名阪給食株式会社であります。斑鳩東小学校では、

落札金額、消費税込みで３，８４７万２，０００円、契約業者は阪神給

食株式会社であります。斑鳩中学校では、落札金額、消費税込みで３，

５４９万円、契約業者は株式会社シンエイフードであります。斑鳩南中

学校では、落札金額、消費税込みで２，８５６万円、契約業者は株式会

社シンエイフードとなっております。 

以上、学校給食調理・洗浄業務の委託につきましての報告とさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。 木澤委員。 

 

 学校給食、小・中学校、調理・洗浄業務を民間委託をする、その切り

替え後ですね、給食の中身のサービスが低下したとか、そういうことと

いうのは町のほうとしてもないというふうに、これまで報告はされてき

ましたけれども、先日、今さらの話なんですけれども、南中学校にお子

さんを通わせてはる保護者の方から、切り替わった当時、やっぱり給食
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がまずくなったという、そういう話があって、給食を残す人が多くなっ

たよという、今さらの話ですけども、その当時、そういう話があったと

聞いて、ちょっと心配になったんです。 

給食の残渣ですね、残される量という変化がちょっと気になりました

んで、できたら次の委員会のときに、導入以前の５年間ぐらいから今ま

での給食残渣の量の変化をできたら資料として提出いただけないかと思

いましたので、この項目に関連いたしまして、それは可能ですかね。 

 

 どうですか。 西川教育委員会総務課長。 

 

 ５年間ということですね。残渣のほうは毎年調べてございます。その

状況につきましては、またご報告させていただきます。 

 ５年間ということでございますが、一応もちろん調べまして、遡って

出せるところまで出していくということで、よろしくお願いいたします。 

 

 出せる範囲で、わかる範囲でお願いいたします。よろしいですか。 

ちょっと私、聞きたいんですけど、今の話で、これ今回、あと先３年

間いいますか、の委託契約ですねんけど、業者さんは同じ業者さんがそ

のままスライドみたいなってますか、それだけちょっと１点確認させて

ほしいですねん。 西川教育委員会総務課長。 

 

 入札の結果でございますが、今現在業者さんと同じ業者さんが落札さ

れたということでございます。 

 

 他に、何かございますか。 

 

   （ な  し ） 

 

 ないようでしたら、次、（１２）インフルエンザに伴う学級閉鎖につ

いて、理事者の報告を求めます。 西川教育委員会総務課長。 
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 インフルエンザに伴います学級閉鎖につきまして、ご報告いたします。 

斑鳩西小学校の３年２組の学級におきまして、２月４日（月）に在籍

者３１名中８名の欠席者があり、インフルエンザと診断された者がその

うち４名おりましたことから、学校医とも相談した結果、２月５日（火）

から２月７日（木）の３日間の学級閉鎖を実施いたしました。 

なお、学校・幼稚園の学級閉鎖につきましては、インフルエンザと診

断されました児童生徒の欠席率が７日以内で学級の１５％から２０％程

度、約５人から７人に達した場合に、また出席者のかぜ・インフルエン

ザの児童生徒の発生状況を見ながら、学校医さんともご相談して、でき

るだけ感染拡大の防止を優先に考えて実施しております。 

現在、斑鳩西小学校の学級閉鎖後は治まりましたが、他の学級閉鎖は

ございません。各学校では欠席者の多い学級もありますが、今現在のと

ころ、それ以上拡がるというところではないというふうに見ております。 

それでも、学級には休んでおる生徒さんがおりますことから、養護教

諭や担任教諭を中心に、児童・生徒のうがいや手洗いの励行や、保護者

への保健だより等によりますお知らせ、児童・生徒や教職員の健康状態

の把握に努めておりまして、引き続き、感染予防と感染防止に努めてま

いりたいと考えております。以上、インフルエンザに伴います学級閉鎖

についての報告とさせていただきます。 

 

 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。 坂口委員。 

 

 学級閉鎖、今回１クラスあったと聞くんですけれども、そのクラスの

授業の遅れっていうのはどのように対応されるんですか。 

 

 年間を通しましての授業数のなかで、その遅れました分につきまして

は、その後に補うということで対応しているということでございます。 

 

 よろしいですか。他にございませんか。 
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（ な  し ） 

 

ないようでしたら、次に、（１３）学校における民事調停の申立につ

いて、理事者の報告を求めます。 西川教育委員会総務課長。 

 

 斑鳩小学校体育館での事故に対しまして、民事調停の申立がございま

したことから、ご報告させていただきます。 

事故の状況につきましては、平成２３年１月１１日、６年２組の１時

間目、体育の授業中に、体育館で縄跳びの授業をしている中で、児童が

長縄跳びを５、６回続けて跳んだ後に、向きを変えようとしたところ転

んで、体育館の床で歯をうって前歯が２本欠けたものであります。 

申立人は、現在、中学校２年生となっている、そのけがをした生徒で

あります。なお、法定代理人として保護者２人がなっておられます。申

立の内容は、申立人が６０才になるまで、申立人と保護者が望む治療を

受けさせることと、その治療費全額と交通費の支給及び慰謝料１００万

円の支給を求められており、また、今後の斑鳩小学校体育館床の管理の

徹底と各学校の修理が必要な場合の早急な対応を求められております。 

この民事調停につきましては、２月２２日に奈良簡易裁判所において

行われます。 

以上、学校におきます民事調停の申立についての報告をさせていただ

きます。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。 木澤委員。 

 

 こういうふうに申し立てられたということなんで、今後、調停の行く

末というか、そういうのを見守っていきたいと思うんですけれども、町

のほうとして顧問弁護士さんいらっしゃるかと思いますので、相談され

たのかどうか。町のほうとしては、今後の対応について、答えられる範

囲で構いませんので、どういうふうに考えておられるのかお聞きをして

おきたいと思います。 
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 清水教育長。 

 

町の顧問弁護士さんとは、当然、相談をさしていただいております。

で、今後の対応ということになりますけれども、調停のなかで、申立の

方、法定代理人の保護者の方になると思いますけれども、申立の理由等々

いろいろお聞きすると、その中で、調停委員がいろんな案を出されると

思いますので、その中でうまく解決ができればいいなというふうに考え

ております。 

 

 他にございませんか。 

ちょっと教えてほしいですねけど、体育館が滑りやすいとか、また、

他にそういうふうなケガされているような方のお子さんがおられるか、

ちょっと一点だけ、教えてください。 西川教育委員会総務課長。 

 

事故の際につきましては、担任が体育館の状況をふまえまして体育の

授業をしております。その中で、児童がケガをしたことについては、通

常の体育の授業中におきまして起こったものと思っております。 

 

滑りやすいのか、他のお子さんがケガしておられるのか、それだけで

すねん。 清水教育長。 

 

当日も、同じ日にほかの子どもたちも縄跳びの練習をしているんです

けれども、滑ってケガしたという状況はございません。他の事故でも、

例えば、跳び箱のときにつき指したであるとか、ちょっと骨にひびが入

ったとか、そういう事故はありますけれども、体育館の床が滑りやすい

ために起こった事故いうのは、これ１件のみでございます。 

  

 わかりました。 他にございませんか。 

 

   （ な  し ） 
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次に、（１４）学校における体罰についての調査について、理事者の

報告を求めます。 西川教育委員会総務課長。 

  

 奈良県教育委員会が実施いたします、体罰についての調査について報

告いたします。 

すでにご承知のとおり、大阪市で市立高校のバスケットボール部で体

罰を受けた生徒が自殺した問題を受けまして、体罰禁止の徹底を図る目

的で、奈良県教育委員会は県内全ての公立学校を対象に体罰についての

実態調査を行うことといたしました。この調査につきましては、県教育

委員会より２月１３日付けで依頼がありまして、調査対象は県内すべて

の公立小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の児童生徒としており

ます。調査対象期間は、平成２４年度内で、調査方法は全児童生徒を対

象としたアンケート用紙により調査し、必要に応じて聞き取り調査を実

施するものであります。当町では、２月１５日に校園長会を開きまして、

この調査の実施時期等の協議を行い、実施に向けて準備を進めておりま

す。 

 アンケート調査用紙につきましては全県統一したものとなっておりま

して、質問は全部で３問であります。質問の１つ目としまして、今の学

年になってから、学校生活及び部活動の中で、先生から注意を受けてな

ぐられたり、けられたり、投げられたり、また、罰として長時間座らさ

れたりしたこと等がありますかという質問がございます。それに「有」

か「無」ということで丸をつけるようになってございます。 

 次に、「有」と答えた人には質問２で、先生になぐられたり、けられ

たり、投げられたり、また、罰として長時間座らされた等したのは、い

つですか、誰にですか、どのような場面ですか、どこでですか、どのよ

うなことをされましたか、どのような傷を負いましたかと、それぞれの

欄に記入するようになってございます。 

 次に、先生から注意を受けてなぐられたり、けられたり、投げられた

り、また、罰として長時間座らされた等の後、体調がわるくなりました

か、という質問に、「有」か「無」か、また丸をつけるようになってい
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ます。 

 最後に、質問１で「無」と答えた人は、今回の調査についての意見を

書いてください、また質問１で「有」と答えた人には、また、その時ど

う感じたかを書いてください、となっています。 

 このアンケート調査では、調査中に児童生徒がリラックスして回答で

きる環境や、調査後のアンケート用紙の回収、教職員への聞き取りの際

には児童生徒の個人情報の保護などに留意しながら実施してまいります。 

 このアンケート調査後は、校長・教頭が調査をまとめた後に必要があ

れば聞き取り調査等を行った上、取りまとめを行い、３月２５日までに

県教育委員会のほうに報告することとなってございます。 

 以上、学校における体罰についての調査についての報告とさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

 

 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

 この調査結果、また委員会のほうにも報告のほど、よろしくお願いい

たします。 

次に、（１５）平成２４年度斑鳩町一般会計補正予算（第６号）につ

いて、理事者の報告を求めます。  

 

 それでは、（１５）の平成２４年度斑鳩町一般会計補正予算（第６号）

につきまして、ご説明を申しあげます。 

恐れ入りますが、資料１６をご覧いただけますでしょうか。 

 この資料は、一般会計補正予算（第６号）つきましての全体に係る歳

入・歳出総括表（案）となっております。このうち、総務常任委員会が

所管されます補正につきましてご説明を申しあげますので、よろしくお

願いいたします。 

 まず、今回の補正につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ
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れぞれ２億８，２７８万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ９１億７，５５４万３千円とするものでござ

います。 

はじめに、歳入予算の補正についてであります。第１４款国庫支出金

では、総務費国庫補助金で、町道２１５号線歩道設置及び中宮寺交差点

ポケットパーク整備について、国の第１号補正の活用等を図り、前倒し

して実施することから、社会資本整備総合交付金７４０万円の増額補正

をお願いしております。教育費国庫補助金では、学校施設環境改善交付

金で、斑鳩東小学校本館東棟、本館西棟及び体育館の耐震補強等工事に

ついて、これは国の復興予備費活用事業の活用を図り、前倒しして実施

することから、９，８５５万４千円の増額補正と、社会資本整備総合交

付金として、町民プールの耐震診断の実施に関するもので２１万４千円

の増額補正をお願いしております。 

 次に、第１６款財産収入では、残余財産収入で、土地開発公社解散に

伴う残余財産を受け入れることから、２，２３４万６千円の増額補正を

お願いしております。 

 次に、第１７款寄附金では、ふるさと納税として、教育費寄附金に４

０万３千円、福祉費寄附金に５万３千円、都市計画費寄附金に３万円、

商工費寄附金に１万円のご寄附をいただいたことから、あわせて４９万

６千円の増額補正をお願いしております。これら寄附金につきましては、

寄附者のご意向に沿って、それぞれの事業に充当させていただくととも

に、教育費寄附金のうち３８万８千円は、斑鳩の里歴史文化遺産保存・

活用基金に積み立てをさせていただきます。 

 次に、第１８款繰入金では、公共施設整備基金及び都市計画事業整備

基金を廃止してまいりたいことから、公共施設整備基金繰入金４４万２

千円、都市計画事業整備基金繰入金２６万２千円の増額補正をお願いし

ております。なお、これら繰入金は、基金の目的に従い、公共施設整備

基金繰入金は、あわ保育園調理室新築等整備事業費に、都市計画事業整

備基金繰入金は、下水道事業特別会計へ繰出しして、下水道事業に充当

してまいります。 

 次に、第２１款町債では、総務債で、国の第１次補正を活用して実施
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する町道２１５号線歩道設置及び中宮寺交差点ポケットパーク整備事業

の財源措置として、まちづくり事業債１，１１０万円の増額補正を、衛

生債で、実施事業費の確定により、可燃ごみ積み替え施設整備事業債３

３０万円の減額補正を、教育債で、国の復興予備費活用事業を活用して

実施する学校校舎耐震補強等工事の財源として、学校教育施設等整備事

業債１億３，５３０万円の増額補正をお願いしております。 

 続きまして、歳出予算の補正についてであります。 

資料の裏面をご覧いただけますでしょうか。 

はじめに、総務費では、一般管理費で、職員の退職予定に伴う職員退

職手当負担金２，６８６万４千円の増額補正を、財産管理費で、土地開

発公社解散に伴う残余財産を土地開発基金に積立することから２，２０

０万円の増額補正をお願いしております。なお、残余財産２，２３４万

６千円と基金積立金２，２００万円との差額３４万６千円につきまして

は、一般会計の財源として受け入れさせていただく予定としております。 

 次に、第３款民生費では、社会福祉総務費の福祉基金への積立で、当

初予算では、福祉基金へのご寄付を２０万円と見込み、歳入歳出にそれ

ぞれ計上しておりましたが、ご寄付が１０万３千円余りとなることから、

基金積立金９万７千円の減額補正をお願いしております。 

 次に、第９款教育費では、小学校学校管理費の小学校校舎の耐震補強

で、斑鳩東小学校本館東棟、本館西棟及び体育館の耐震補強等工事につ

いて、国の復興予備費活用事業の活用を図り、前倒しして実施すること

から、２億２，９５９万９千円の増額補正をお願いしております。文化

財保存費では、斑鳩の里歴史文化遺産保存・活用基金にいただいた寄附

金３８万８千円の積立てをお願いしております。町民プール運営費では、

町民プール管理棟の耐震診断について、国の第１号補正の活用を図り、

前倒しして実施することから、１３０万円の増額補正をお願いしており

ます。 

 第１１款公債費では、平成２４年度の定時償還に係ります利子額が確

定したことから、６０９万円の減額補正をお願いしております。 

 次に、第１２款予備費では、今回の予算補正に要する財源として、３，

２０６万８千円を充当させていただく補正をお願いしております。 
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 最後に、繰越明許費の追加でございます。国の第１号補正や国の復興

予備費活用事業の活用を図り、前倒しして事業を実施するなどの事情に

より、本年度会計において予算の支出を見込めない事業がありますこと

から、繰越明許費の追加として、第８款消防費、第２項消防費の地域防

災計画策定事業で５１万６千円、第９款教育費、第２項の小学校費の小

学校校舎耐震補強等工事で２億２，９５９万９千円、同じく第６項の保

健体育費の町民プール耐震診断事業で１３０万円の予算補正をお願いし

ているところでございます。 

以上で、平成２４年度斑鳩町一般会計補正予算（第６号）のうち、総

務常任委員会が所管されます予算補正につきましてのご説明とさせてい

ただきます。よろしくお願い申しあげます。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

ないようですので、次に、（１６）平成２５年度新規事業等について

報告をいただくことにいたします。まず始めに、総務部関係について理

事者の報告を求めます。 西本総務部長。 

 

 それでは、平成２５年度新規事業等についてでございます。 

新年度予算におきましては、まずはじめに総務部が取り組みます新規

事業や重要な事業、変更のある事業につきまして、私のほうから、ご説

明をさせていただきます。 

お手持ちの資料、当初予算（原案）の概要をご覧いただきたいと存じ

ます。お手持ちの資料の９ページからでございます。 

９ページの２番目、（仮称）斑鳩・姫路フェスティバルの開催であり

ますが、法隆寺地域の仏教建造物が世界文化遺産に登録されて、平成２

５年１２月で２０周年を迎えますことから、世界文化遺産の価値を再認

識する機会として、同じ時期に世界遺産登録となりました姫路城のある
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姫路市と共同イベントを開催するための予算１００万円を計上いたして

おります。 

次に、１０ページでございます。１０ページの１番上、文化振興セン

ターの充実でありますが、平成９年にオープンしました、いかるがホー

ルの設備において、経年による劣化が見られるようになってまいりまし

たことから、順次、更新を行っていくこととし、新年度では、まず音響

機材の更新を行いますために、１，２２０万円を計上いたしております。 

次に、同じページの上から３番目、文化振興センターの維持管理であ

りますが、先ほど説明いたしましたように、文化振興センターの効率的、

効果的な管理運営を図るために、公益財団法人斑鳩町文化振興財団に対

し、引き続き平成２５年度から３年間、指定管理者として指定し、適切

な維持管理を行うために、新年度はその初年度として８，８９７万４千

円を計上いたしております。 

次に、１２ページでございます。１２ページの２番目、地域公共交通

の確保でありますが、これも先ほどご説明申しあげましたように、斑鳩

町に適した公共交通を検討するために、新年度に地域公共交通会議を設

置することとし、その予算として８７０万５千円を計上しております。 

次に、１３ページでございます。１３ページの上から３番目、防災行

政無線の管理でありますが、災害時等において的確な連絡体制の確保を

図りますために、老朽化しました携帯型の無線機１４台を更新すること

とし、２２６万７千円を計上いたしております。 

次に、同じページの一番下、消防施設整備の支援では、地域の消防体

制の充実を図りますために、町内自治会の消防施設整備を引続き支援す

るものでありますが、前年度は東日本大震災等の影響もあり、補助申請

件数の増により予算計上を多く見込んでおりましたが、新年度では、要

望のあった自治会等の補助申請に合わせた補助金の予算計上として、１

１９万２千円を計上いたしております。 

次に、１４ページの上から３番目、避難所施設の充実についてであり

ます。大災害等に備え、避難場所に追加します地域交流館、つまり斑鳩

町五丁地区地域交流館等にかかります避難場所看板等の設置をはじめ、

既存の避難施設に救助担架等の整備を行うための費用で、合わせて１５
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６万４千円を計上しております。 

次に、同じく１４ページの一番下、自主防災組織の支援では、平成２

４年１０月からこの補助金を設置いたしましたが、平常時の防災訓練等

の活動や、災害時に住民が連携して被害の拡大防止や軽減・予防をする

ために、地域において自主的に防災組織の設立を支援することといたし

ており、新年度分としまして１２４万円を予算計上しております。 

次に、１５ページの上から２番目、自治会防犯灯設置への助成では、

これも先ほどご説明申しあげましたが、ＬＥＤ防犯灯設置の補助金の上

限額を引き上げ、補助制度をさらに充実させていきますために、新年度

では１，８４０万円を計上いたしております。 

次に、同じく１５ページの一番下、防犯灯管理台帳のデジタル化では、

防犯灯のより効率的な管理を行うために、管理台帳データのデジタル化

に取り組むこととし、今回、国の緊急雇用創出事業交付金を活用した予

算、２，０２６万３千円を計上いたしております。 

次に、尐し飛んで２０ページでございます。２０ページの上から３番

目、普通財産の管理でございます。新年度では、利用の見込みがない土

地を売り払うための不動産鑑定評価を行い、より適切な管理・運営を行

うこととし、その鑑定費用４０万円を含め、１３７万８千円を予算計上

いたしております。次にその下、４番目の役場庁舎の充実としまして、

新年度で、役場本庁舎及び北庁舎の公共下水道接続工事と、本庁舎の経

年劣化に伴う空調設備の更新を行いますため、４,０５０万円を予算計上

いたしております。次にその下、同じページの一番下でございますが、

課税客体の適正な把握と町税徴収率の向上では、課税客体の適正な把握

に努めますために、固定資産税に係ります各種地図情報のデジタル化や、

課税情報との一元化を進めるとともに、震災等よる災害時においてデー

タシステム等の障害が生じましても、各種証明書の発行ができるバック

アップシステムの導入を行い、災害有事における行政サービスの維持向

上を図るために、８，８１９万９千円を計上いたしております。なお、

この固定資産税に係る各種地図情報のデジタル化及び課税情報との一元

化につきましては、国の緊急雇用創出事業交付金を活用しております。 

次に、２１ページの１番上、固定資産税標準宅地の鑑定評価として、
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平成２７年度の固定資産税評価替えに向け、標準宅地等の適正な時価の

評定を行うための鑑定評価を行う予算としまして、６３０万円を計上い

たしております。 

次のページ、２２ページでございます。２２ページ、東日本大震災へ

の支援としまして、東日本大震災の被災地である岩手県大槌町に対しま

して、引き続き、職員派遣等の支援を行うために、２６０万４千円を計

上させていただいております。 

 以上が、総務部の所管いたします平成２５年度新規事業等についての

ご説明でございます。よろしくお願いを申しあげます。 

 

 続いて、教育委員会関係について理事者の報告を求めます。 

清水教育長。 

 

 それでは引き続きまして、教育委員会が所管いたします平成２５年度

予算におきます主な事業、もしくは新規事業について、説明をさせてい

ただきます。 

すみません、７５ページをお開きいただきたいと思います。 

その７５ページの上から４番目でございます、出土遺物の保存・整理

についてであります。埋蔵文化財発掘調査に伴う出土遺物の適正な保存

と活用を図るため、遺物の整理作業を行うこととし、前年度と同じく、

国の緊急雇用創出事業交付金を活用した予算５５２万６千円を計上して

おります。 

 次のページ、７６ページでございます。その上から２つ目でございま

す。（仮称）「私が選ぶ世界遺産」絵画展の開催についてであります。

先ほどもございましたが、世界文化遺産に登録されてから、本年１２月

で２０周年を迎えることを記念いたしまして、貴重な文化財について考

える機会を設け、次代に継承する機運の醸成を図り、郷土・斑鳩を愛す

る心を育むため、子どもたちを対象に町内の身近な文化財や自然、お祭

りなどをテーマに、「私が選ぶ世界遺産」絵画展を開催するものでござ

いまして、その費用として１０万円を計上しています。次に、その下で

ございますけれども、（仮称）法隆寺昭和大修理展の開催であります。
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これにつきましては、世界文化遺産登録２０周年を記念いたしまして、

文化財センターの夏季企画展といたしまして、法隆寺の保存において大

変意義深い大事業でございました昭和大修理を取り上げ開催するもので

あります。その予算としては６０万円を計上しております。 

 続きまして、７７ページであります。７７ページの１番上であります。

史跡中宮寺跡の整備につきましては、史跡地整備のための実施設計及び

一部造成工事を行うことから、その予算として１，６７０万円を計上い

たしております。 

 次に、１枚飛びまして、７９ページでございます。７９ページの１番

上でございます、公民館の充実でありますが、中央公民館の施設の老朽

化改善の為に改修工事を進めておりまして、平成２５年度におきまして

は研修棟の空調設備の改修しようと考えております。また、東公民館の

正面玄関前の舗装や車椅子用のスロープの改修工事を行うことといたし

まして、合計４，１２０万円を計上しております。 

 続きまして８１ページであります。８１ページの３番目のスポーツセ

ンターの充実であります。中央体育館北側のテニスコートには、現在、

夏場に日差しを遮るための屋根がないということで、屋根の新設を行う

ことといたしておりまして、その予算としまして５０万円を計上してお

ります。 

 次に、８３ページであります。８３ページの一番下であります、小学

校照明設備のＬＥＤ化として、環境に配慮した学校施設の整備及び児童

の環境問題についての意識向上を図るため、照明設備のＬＥＤ化を推進

していこうと考えておりまして、平成２５年度では設計業務を行うこと

とし、その費用として委託料１６８万円を計上しております。この事業

につきましては、後ほども申しあげますけれども、中学校・幼稚園も同

様でございます。 

 次に、８４ページでございます。一番下の小学校講師の配置として、

町独自の３０人学級を平成２５年度では１学年拡充をいたしまして、小

学校第５学年までとすることなどから、８名の常勤講師とともに、特別

支援教育に必要な４名の非常勤講師等を配置いたします。また、児童の

読書活動や学校図書の整理等の環境整備の充実のため、新たに３小学校
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で１名の図書館司書の配置することとしておりまして、これらの費用と

して賃金ほか３，９７０万９千円を計上しております。 

 次に、８５ページの上から３番目の中学校照明設備のＬＥＤ化として、

小学校と同様に環境に配慮した学校施設の整備及び生徒の環境問題につ

いて意識向上を図るため、照明設備のＬＥＤ化を推進していくもので、

平成２５年度では設計業務を行うこととし、その費用として５２万円を

計上しています。 

 次に、８６ページであります。上から３番目であります。中学校講師

の配置につきましては、町独自の３０人学級を、中学校につきましては、

今年度に続き中学校第２学年まで編制することから３名の常勤講師を配

置するとともに、教科補充に必要な３名の非常勤講師等を配置いたしま

す。また、生徒の読書活動や学校図書の整理等の環境整備の充実のため

に、新たに、２中学校で１名の図書館司書の配置を行うこととしており

まして、それらの費用として賃金ほか２，０６７万２千円を計上してお

ります。 

 続きまして８７ページの心の教室相談員の配置であります。児童・生

徒や保護者、教師の心の悩みや不安、ストレスの解消を図り、個々の児

童・生徒に対するきめ細かな支援・指導に努めるため、心の教室相談員

を現在も斑鳩中学校に配置しておりますけれども、新年度からはその配

置時間を増やしまして、相談体制の充実を図るもので、その費用として

報償費ほか３７万７千円を計上しています。 

 次に、８９ページでございます。８９ページの１番上の幼稚園講師の

配置につきましては、平成２５年度では斑鳩幼稚園で１クラス増えると

いうことから４名の常勤講師とともに、特別支援に６名、園運営支援に

３名の非常勤講師を配置するものでありまして、その費用として賃金ほ

か３，０５９万円を計上しております。次に、同じページの上から３番

目の幼稚園プールの改修につきましては、保育環境の整備のため、平成

２４年から順次幼稚園プールの改修を行うこととしておりまして、平成

２５年度は西幼稚園の既存プールを撤去し、ＦＲＰ製のプールの設置及

びプールサイドの整備を行うことを考えておりまして、その予算として

工事請負費５３０万円を計上しております。 



 - 65 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

企画財政

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、その下の、幼稚園照明設備のＬＥＤ化では、小・中学校と同様、

照明設備のＬＥＤ化を推進していくため、平成２５年度では設計業務を

行うものとして、その費用として４０万円を計上しております。 

 最後でありますが、９２ページであります。９２ページの上の、飯島

町・斑鳩町吹奏楽部交流演奏会の開催として、友好都市提携をしており

ます長野県飯島町との交流活動の一環として、両町の３中学校の吹奏楽

部が合同の演奏会をいかるがホールで開催するということを考えており

まして、そういうことによりまして交流を深めていこうというものでご

ざいますが、その費用として４１万２千円を計上しております。 

 以上が、教育委員会の所管に係ります主な事業、新規事業の概要でご

ざいます。 

 

 報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受け

いたします。ございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

ないようでしたら、他に、理事者側から報告しておくことはありませ

んか。 。 

 

 企画財政課から１点ございます。斑鳩町役場庁舎で使用します電気調

達の入札につきまして、ご報告をさせていただきます。 

 以前より、議員さんよりご指摘のありました、電気入札につきまして、

電気料金の低減を図るため、まずは、役場庁舎の電気調達について、関

西電力に加えまして、新電力を対象として競争入札を実施してまいりま

す。入札の概要についてでございますが、斑鳩町役場庁舎で使用する電

気について、平成２５年８月１日から平成２６年７月３１日までの１年

間の電気調達を一般競争入札で実施してまいります。 

 平成２５年２月１日付けで、斑鳩町役場庁舎で使用する電気の調達に

係る一般競争入札の入札公告を行いまして、入札日は３月１５日を予定

しているところでございます。 
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 以上、斑鳩町役場庁舎で使用する電気調達の入札につきましてのご報

告とさせていただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

他に、理事者側から報告しておくことはございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

ないようですので、以上をもって、各課報告事項については、終わり

ます。 

 続いて、４．その他について、各委員より何か質疑、ご意見等があれ

ばお受けいたします。ございませんか。 

 

   （ な  し ） 

 

 ないようですので、その他については、これをもって終わります。 

 以上をもちまして、本日の審査案件については全て終了いたしました。 

なお、本日の委員会報告のまとめについては、例により正副委員長に

ご一任いただきたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

   （ 異議なし ） 

 

 ありがとうございます。それでは、閉会にあたり町長の挨拶をお受け

いたします。 小城町長。 

    

（ 町長挨拶 ） 

 

これをもって、総務常任委員会を閉会いたします。ご苦労さまでした。 

 

                  （ 午前１１時５９分 閉会 ） 

 


